
 

 

 

 

 

 

 

印西市 
男女共同参画社会づくりに向けての意識調査 

結果報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年３月 
印西市 

  



 

目 次 

Ⅰ アンケート調査の概要 ................................................................. 1 

１ 調査の目的 ......................................................................... 1 

２ 調査概要 ........................................................................... 1 

３ 報告書の見方 ....................................................................... 1 

 

Ⅱ 市民意識調査結果 ..................................................................... 2 

１ あなた自身について ................................................................. 2 

２ 家庭生活について ................................................................... 6 

３ 仕事について ...................................................................... 17 

４ 人権に関することについて .......................................................... 43 

５ 男女平等について .................................................................. 68 

６ 男女平等推進の施策について ........................................................ 76 

 

Ⅲ 事業所調査結果 ...................................................................... 93 

１ 事業所の状況について .............................................................. 93 

２ ワーク・ライフ・バランスについて .................................................. 96 

３ ハラスメント対策について ......................................................... 106 

４ 女性従業員の実態について ......................................................... 110 

５ 女性の管理職登用について ......................................................... 112 

 

Ⅳ 小中学校調査結果 ................................................................... 120 

１ 学校での男女平等について ......................................................... 120 

２ ＤＶについて ..................................................................... 122 

３ 男女平等教育について ............................................................. 124 

４ 教職員の状況について ............................................................. 128 

 

 



1 

 

Ⅰ アンケート調査の概要 
１ 調査の目的 

本調査は、「第４次印西市男女共同参画プラン」の策定にあたり、市民及び市内事業主、市内小中学

校における男女共同参画に関する意識や実態、要望等の情報を整理・分析し、課題を明らかにすると

ともに、計画の方向性等の検討に向けた基礎資料とするため実施しました。 

 

２ 調査概要 
項目 市民意識調査 事業所調査 小中学校調査 

調査地域 印西市全域 

調査対象者 

18 歳以上の男女 3,000 人

（住民基本台帳より無作為

抽出） 

印西市商工会の会員企業

770 事業所 

及び非会員企業 24事業所 

市内小中学校 27 校 

（代表者に配布） 

調査期間 令和４年 11 月２日（水）～11月 25 日（金） 

調査方法 

郵送配布・郵送回収及び 

WEB 

郵送配布・郵送回収 学校に直接配布・回収 

配布数 3,000 件 794 件 27 件 

有効回収数 1,111 件 265 件 27 件 

有効回収率 37.0％ 33.4％ 100.0％ 

 

３ 報告書の見方 
◇回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で

四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっ

ても合計値が 100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析文、グラフ、表

においても反映しています。 

◇複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごとの有

効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える場合があ

ります。 

◇図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難

なものです。 

◇図表中の「ｎ（number of cases）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該

当する人）を表しています。 

◇本文中の設問の選択肢は簡略化している場合があります。 

◇「その他」「不明・無回答」を除き、回答割合の高いもの第１位第１位第１位第１位に網掛けをしています。 

◇集計対象者総数（ｎ）が少ない（10件未満）クロス集計については、分析文の記載を省略しています。 

◇前回調査とは、平成 29年 11月から12月にかけて実施した調査結果です。  



2 

Ⅱ 市民意識調査結果 
１ あなた自身について 
問１ 調査・分析上必要ですので、あなたの自認する性別をお答えください。（単数回答） 

「女性」が 56.7％と最も高く、次いで「男性」が 42.8％、「１、２に該当しない」が 0.1％となっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「１、２に該当しない」は今回調査のみの選択肢 

 

 

問２ あなたは現在おいくつですか。（単数回答） 

「60～69 歳」が 24.0％と最も高く、次いで「40～49 歳」が 19.9％、「50～59 歳」が 16.2％となっていま

す。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性別にみると、男女ともに「60～69 歳」が最も高く、男性は女性と比較して「70 歳以上」が 5.4 ポイント高く

なっています。 

 

 

 

 

 

  

8.6 

8.8 

8.9 

8.4 

15.0 

16.1 

16.0 

13.7 

19.9 

17.9 

21.7 

17.6 

16.2 

20.7 

15.9 

16.8 

24.0 

24.5 

24.0 

24.4 

15.8 

11.0 

13.5 

18.9 

0.5 

1.0 

0.0 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

前回（n=1,258）

女性（n=630）

男性（n=476）

18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

60～69歳 70歳以上 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

全
体

全
体

全
体

全
体

前
回

前
回

前
回

前
回

56.7 

54.6 

42.8 

43.8 

0.1 

0.4 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

前回調査（n=1,258）

女性 男性 １、２に該当しない 不明・無回答
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問３ あなたの婚姻関係（事実婚を含む）はどれに該当しますか。（単数回答） 

「結婚している（事実婚を含む）」が 78.8％と最も高く、次いで「結婚していない」が 14.1％、「結婚していた

が死別・離別した」が 6.5％となっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性別にみると、男女ともに「結婚している（事実婚を含む）」が最も高く、男性は女性と比較して「結婚してい

ない」が 5.5 ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※問３で「結婚している（事実婚を含む）」を回答した方にうかがいます。 

問３-１ あなたと配偶者・パートナーは共働きですか。（単数回答） 

「共働き（パート・アルバイト・派遣等をしている方も含む）」が 55.9％と、「共働きではない」の 43.0％を上回

っています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性別にみると、男女ともに「共働き（パート・アルバイト・派遣等をしている方も含む）」が最も高く、男性は女

性と比較して「共働きではない」が 5.7 ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

78.8 

81.6 

79.7 

78.6 

6.5 

4.8 

8.3 

4.2 

14.1 

12.5 

11.7 

17.2 

0.5 

1.0 

0.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

前回（n=1,258）

女性（n=630）

男性（n=476）

結婚している（事実婚を含む） 結婚していたが死別・離別した

結婚していない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

全
体

全
体

全
体

全
体

前
回

前
回

前
回

前
回

55.9 

53.0 

58.2 

52.9 

43.0 

46.7 

40.6 

46.3 

1.0 

0.3 

1.2 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=876）

前回（n=1,027）

女性（n=502）

男性（n=374）

共働き（パート・アルバイト・派遣等をしている方も含む）

共働きではない

不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

全
体

全
体

全
体

全
体

前
回

前
回

前
回

前
回
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※すべての方にうかがいます。 

問４ あなたの世帯は次のどれに該当しますか。（単数回答） 

「二世代家族（親と子）」が 54.5％と最も高く、次いで「一世代家族（夫婦のみ）」が 30.1％、「三世代家族

（親と子と孫）」が 6.9％となっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性別にみても、男女ともに「二世代家族（親と子）」が最も高く、大きな差はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ あなたのお住まいはどちらですか。（単数回答） 

「南部」が 35.6％と最も高く、次いで「船穂・牧の原」が 26.3％、「北部」が 20.0％となっています。 

前回調査と比較すると、「船穂・牧の原」が 8.6 ポイント増加しています。 

性別にみると、男女ともに「南部」が最も高く、大きな差はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.6 

3.0 

4.9 

8.6 

30.1 

30.6 

30.3 

30.0 

54.5 

55.9 

55.7 

53.6 

6.9 

7.2 

7.1 

6.7 

1.4 

1.5 

1.9 

0.8 

0.5 

1.7 

0.0 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

前回（n=1,258）

女性（n=630）

男性（n=476）

単身世帯（ひとり暮らし） 一世代家族（夫婦のみ）

二世代家族（親と子） 三世代家族（親と子と孫）

その他 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

全
体

全
体

全
体

全
体

前
回

前
回

前
回

前
回

20.0 

18.8 

20.2 

20.0 

35.6 

37.4 

34.9 

36.6 

26.3 

17.7 

27.9 

24.4 

11.5 

11.5 

11.0 

12.4 

5.9 

8.9 

5.7 

6.1 

0.8 

5.6 

0.3 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

前回（n=1,258）

女性（n=630）

男性（n=476）

北部 南部 船穂・牧の原 印旛 本埜 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

全
体

全
体

全
体

全
体

前
回

前
回

前
回

前
回
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問６ 子育て、介護の状況についてお答えください。（複数回答） 

「該当しない」が 68.8％と最も高く、次いで「子育て中（小学生以下）」が 23.6％、「介護中」が 5.3％となっ

ています。 

性別にみると、男性は「該当しない」が女性と比較して 7.9 ポイント高く、女性は「子育て中（小学生以下）」

が男性と比較して 5.8 ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.6 

26.2 

20.4 

5.3 

6.2 

4.2 

68.8 

65.6 

73.5 

2.6 

2.4 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

子育て中（小学生以下） 介護中 該当しない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

全
体

全
体

全
体

全
体
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２ 家庭生活について 
※問３で「結婚している（事実婚を含む）」を回答した方にうかがいます。 

問７ あなたの家庭では現在、①～⑨のことは日常どなたが担当していますか。 

（①～⑨それぞれ単数回答） 

①食事のしたく・後片付け 

「主に妻」が 68.5％と最も高く、次いで「適宜夫婦共同で」が 27.4％、「主に夫」が 2.7％となっています。 

性別にみると、男女ともに「主に妻」が最も高く、女性は男性と比較して「主に妻」が 12.7 ポイント高くなって

います。 

性／年齢別にみると、男女ともに概ねすべての年齢で「主に妻」が最も高くなっていますが、男性の 18～

29 歳、30 歳代では「適宜夫婦共同で」が最も高く、男性では 60 歳代まで年齢が上がるにつれて、「主に妻」

の割合が高くなる傾向にあります。 

 

 

 

 

 

  

68.5 

73.9 

61.2 

66.7 

73.2 

73.3 

80.2 

70.2 

77.3 

12.5 

38.5 

61.5 

62.5 

75.2 

61.9 

27.4 

24.1 

31.8 

33.3 

26.8 

22.4 

18.6 

28.2 

19.7 

75.0 

50.0 

38.5 

31.3 

16.8 

29.8 

2.7 

0.8 

5.3 

0.0 

0.0 

2.6 

1.2 

0.0 

0.0 

12.5 

9.6 

0.0 

3.1 

6.9 

6.0 

1.1 

1.0 

1.3 

0.0 

0.0 

1.7 

0.0 

0.8 

3.0 

0.0 

1.9 

0.0 

3.1 

1.0 

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.2 

0.2 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=876）

女性（n=502）

男性（n=374）

女性

18～29歳（n=21）

女性

30～39歳（n=82）

女性

40～49歳（n=116）

女性

50～59歳（n=86）

女性

60～69歳（n=131）

女性

70歳以上（n=66）

男性

18～29歳（n=8）

男性

30～39歳（n=52）

男性

40～49歳（n=65）

男性

50～59歳（n=64）

男性

60～69歳（n=101）

男性

70歳以上（n=84）

主に妻 適宜夫婦共同で 主に夫

その他の人 該当しない・行わない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性
／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体
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②掃除（部屋・トイレなど）・洗濯・ゴミだし 

「主に妻」が 50.8％と最も高く、次いで「適宜夫婦共同で」が 43.7％、「主に夫」が 3.4％となっています。 

性別にみると、女性は「主に妻」、男性は「適宜夫婦共同で」が最も高くなっています。 

性／年齢別にみると、女性の 18～29 歳、30 歳代では「適宜夫婦共同で」、40 歳以上では「主に妻」が最

も高くなっています。また、男性の 50～60 歳代では「主に妻」、それ以外の年齢では「適宜夫婦共同で」が最

も高くなっています。男性は 60 歳代まで年齢が上がるにつれて「主に妻」の割合が高くなる傾向にあります。 

 

 

 

 

 

  

50.8 

59.8 

38.8 

47.6 

47.6 

62.9 

72.1 

57.3 

62.1 

12.5 

19.2 

36.9 

46.9 

53.5 

31.0 

43.7 

37.3 

52.4 

52.4 

48.8 

31.0 

26.7 

41.2 

34.8 

87.5 

69.2 

55.4 

45.3 

40.6 

56.0 

3.4 

1.6 

5.9 

0.0 

1.2 

2.6 

0.0 

1.5 

3.0 

0.0 

9.6 

6.2 

3.1 

5.0 

7.1 

1.3 

0.8 

1.9 

0.0 

1.2 

2.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.5 

4.7 

1.0 

2.4 

0.1 

0.0 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

0.6 

0.8 

0.0 

1.2 

0.9 

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=876）

女性（n=502）

男性（n=374）

女性

18～29歳（n=21）

女性

30～39歳（n=82）

女性

40～49歳（n=116）

女性

50～59歳（n=86）

女性

60～69歳（n=131）

女性

70歳以上（n=66）

男性

18～29歳（n=8）

男性

30～39歳（n=52）

男性

40～49歳（n=65）

男性

50～59歳（n=64）

男性

60～69歳（n=101）

男性

70歳以上（n=84）

主に妻 適宜夫婦共同で 主に夫

その他の人 該当しない・行わない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性
／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体
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③食料品・日用品の買物 

「主に妻」が 48.2％と最も高く、次いで「適宜夫婦共同で」が 45.5％、「主に夫」が 4.8％となっています。 

性別にみると、女性は「主に妻」、男性は「適宜夫婦共同で」が最も高くなっています。 

性／年齢別にみると、女性では 18～29 歳、60 歳代で「適宜夫婦共同で」が最も高くなっています。また、

男性の 50 歳代では「主に妻」「適宜夫婦共同で」が同率となっていますが、それ以外の年齢区分では「適宜

夫婦共同で」が最も高く、女性の水準より高い傾向となっています。 

 

 

 

 

  

48.2 

56.6 

36.9 

47.6 

61.0 

65.5 

64.0 

44.3 

53.0 

12.5 

32.7 

38.5 

45.3 

39.6 

31.0 

45.5 

39.2 

54.0 

52.4 

30.5 

30.2 

36.0 

51.1 

42.4 

87.5 

57.7 

56.9 

45.3 

48.5 

59.5 

4.8 

2.6 

7.8 

0.0 

6.1 

2.6 

0.0 

3.1 

1.5 

0.0 

7.7 

3.1 

9.4 

9.9 

8.3 

1.0 

1.2 

0.8 

0.0 

2.4 

1.7 

0.0 

0.8 
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④役所等への用事・書類の作成 

「適宜夫婦共同で」が 38.9％と最も高く、次いで「主に妻」が 33.3％、「主に夫」が 27.2％となっています。 

性別にみると、女性は「主に妻」、男性は「適宜夫婦共同で」が最も高くなっています。 

性／年齢別にみると、女性の 18～29 歳、30～50 歳代では「主に妻」、60 歳代では「適宜夫婦共同で」、

70 歳以上では「主に夫」が最も高くなっています。また、男性の 30～50 歳代では「適宜夫婦共同で」、60 歳

代以上では「主に夫」が最も高くなっています。女性の 70 歳以上、男性の 60 歳以上では「主に夫」が最も高

くなっており、年齢が上がると男性の参画が増える傾向がうかがえます。 
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⑤育児（乳幼児・子どもの世話） 

「該当しない・行わない」が 49.7％と最も高く、次いで「主に妻」が 25.2％、「適宜夫婦共同で」が 20.7％と

なっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「主に妻」が 9.5 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともに 30 歳代では「適宜夫婦共同で」、40 歳代では「主に妻」が最も高く、育

児にかかわることの多い年代では性別による認識の差は少なくなっています。 

 

 

 

 

 

  

25.2 

29.3 

19.8 

28.6 

43.9 

46.6 

33.7 

15.3 

3.0 

0.0 

40.4 

40.0 

20.3 

9.9 

4.8 

20.7 

20.5 

20.9 

47.6 

50.0 

27.6 

11.6 

5.3 

4.5 

37.5 

46.2 

36.9 

28.1 

5.9 

3.6 

0.2 

0.2 

0.3 

0.0 

0.0 

0.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.5 

0.6 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

1.2 

1.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.2 

49.7 

46.0 

54.5 

23.8 

6.1 

23.3 

51.2 

74.0 

80.3 

62.5 

11.5 

23.1 

46.9 

79.2 

81.0 

3.8 

3.4 

4.3 

0.0 

0.0 

1.7 

2.3 

3.8 

12.1 

0.0 

0.0 

0.0 

4.7 

5.0 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=876）

女性（n=502）

男性（n=374）

女性

18～29歳（n=21）

女性

30～39歳（n=82）

女性

40～49歳（n=116）

女性

50～59歳（n=86）

女性

60～69歳（n=131）

女性

70歳以上（n=66）

男性

18～29歳（n=8）

男性

30～39歳（n=52）

男性

40～49歳（n=65）

男性

50～59歳（n=64）

男性

60～69歳（n=101）

男性

70歳以上（n=84）

主に妻 適宜夫婦共同で 主に夫

その他の人 該当しない・行わない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性
／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体



11 

⑥子どもの学校行事への参加 

「該当しない・行わない」が 50.0％と最も高く、次いで「主に妻」が 24.9％、「適宜夫婦共同で」が 20.5％と

なっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「主に妻」が 12.2 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、30～40 歳代では、女性は「主に妻」、男性は「適宜夫婦共同で」が最も高く、子ども

の学校行事への参加機会のある世代で性別による認識の差がうかがえます。 
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⑦親・病人の介護 

「該当しない・行わない」が 66.6％と最も高く、次いで「適宜夫婦共同で」が 13.5％、「主に妻」が 13.2％と

なっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「主に妻」が 10.0 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「該当しない・行わない」が最も高くなっています。次

いで、男性ではすべての年齢区分で「適宜夫婦共同で」が高くなっているのに対し、女性では 30～50 歳代と

70 歳以上で「主に妻」が高く、40 歳代が２割台、50 歳代が３割台となっています。 
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⑧家計の管理・資産・財産管理 

「適宜夫婦共同で」が 41.8％と最も高く、次いで「主に妻」が 31.1％、「主に夫」が 26.0％となっています。 

性別にみると、男性は女性と比較して「適宜夫婦共同で」が 5.5 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、女性の 30～40 歳代では「主に妻」、それ以外の年齢区分では「適宜夫婦共同で」

が最も高くなっています。 
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⑨近所付き合い・地域活動への参加 

「適宜夫婦共同で」が 51.0％と最も高く、次いで「主に妻」が 28.2％、「主に夫」が 10.3％となっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「主に妻」が 9.6 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、女性の 40 歳代では「主に妻」、男性の 18～29 歳では「該当しない・行わない」、そ

れ以外の年齢区分では「適宜夫婦共同で」が最も高くなっています。 
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※問３で「結婚している（事実婚を含む）」を回答した方にうかがいます。 

問７-１ 新型コロナウイルス感染症の影響で家庭における役割分担はどのように変化しましたか。

（単数回答） 

「変化はない」が 72.8％と最も高く、次いで「妻の負担が増えた」が 12.1％、「夫婦ともに増えた」が 6.7％と

なっています。 

年齢別にみると、すべての年齢区分で「変化はない」が最も高く、次いで 18～29 歳では「夫婦ともに増え

た」、それ以外の年齢区分では「妻の負担が増えた」が高くなっています。 
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3.4 

4.5 

5.5 

4.0 

1.3 

0.0 
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0.0 

0.6 
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0.0 

0.0 

6.7 
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8.2 

7.7 
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5.6 

6.0 

0.5 

0.0 

1.5 

0.6 

0.0 

0.4 

0.0 

72.8 

79.3 

66.4 

64.6 

70.0 

79.3 

80.0 

0.6 

0.0

0.7 

0.6 

0.0

0.9 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=876）

18～29歳（n=29）

30～39歳（n=134）

40～49歳（n=181）

50～59歳（n=150）

60～69歳（n=232）

70歳以上（n=150）

妻の負担が増えた 夫の負担が増えた 妻の負担が減った

夫の負担が減った 夫婦ともに増えた 夫婦ともに減った

変化はない 不明・無回答

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体
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※すべての方にうかがいます。 

問８ 今後、男性が家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくためにはどのようなこ

とが必要だと思いますか。（複数回答） 

「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」が 62.1％と最も高く、次いで「男性による家事・育

児などについて、職場における上司や周囲の理解を進めること」が 58.2％、「男性が休暇制度や短時間勤務

制度を利用しやすくすること」が 57.2％となっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「男性が家事・育児などに参加することに対する男性自身の抵抗感

をなくすこと」が 20.0 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、女性の 30～40 歳代、男性の 50 歳代では「男性による家事・育児などについて、職

場における上司や周囲の理解を進めること」が最も高く、女性の 18～29 歳、男性の 40 歳代では「男性が休

暇制度や短時間勤務制度を利用しやすくすること」が最も高くなっています。また、男性の 30 歳代では「夫婦

や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」「男性が休暇制度や短時間勤務制度を利用しやすくするこ

と」が最も高くなっています。 
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・
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児
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、
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こ
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・
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児
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（
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こ
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な

い

不

明

・

無

回

答

        52.9         19.4      62.1     62.1     62.1     62.1         32.3         46.2         58.2         50.5         57.2         19.6         18.1          3.5          2.5          1.2

 女性（n=630）         61.4         21.6      62.4     62.4     62.4     62.4         35.6         48.1         62.2         51.4         58.6         20.3         19.7          3.5          1.0          1.3

 男性（n=476）         41.4         16.2      61.6     61.6     61.6     61.6         27.7         43.1         52.7         48.7         55.0         18.1         15.5          3.4          4.6          1.1

 女性18～29歳（n=56）         57.1         19.6         66.1         39.3         48.2         64.3         48.2      73.2     73.2     73.2     73.2         12.5         17.9          1.8          1.8           0.0

 女性30～39歳（n=101）         53.5          9.9         65.3         37.6         47.5      72.3     72.3     72.3     72.3         65.3         59.4         16.8         19.8          3.0          1.0           0.0

 女性40～49歳（n=137）         51.1         13.1         48.2         26.3         43.1      58.4     58.4     58.4     58.4         51.8         54.7         16.1         17.5          4.4          2.2          0.7

 女性50～59歳（n=100）         59.0         21.0      64.0     64.0     64.0     64.0         41.0         44.0         58.0         50.0         53.0         18.0         17.0          3.0           0.0          2.0

 女性60～69歳（n=151）      74.2     74.2     74.2     74.2         33.1         65.6         39.1         54.3         61.6         43.7         60.9         23.2         19.9          4.6          0.7          0.7

 女性70歳以上（n=85）         70.6         30.6      71.8     71.8     71.8     71.8         32.9         50.6         61.2         51.8         56.5         34.1         27.1          2.4           0.0          4.7

 男性18～29歳（n=40）         55.0         25.0      72.5     72.5     72.5     72.5         47.5         55.0         70.0         52.5         57.5         27.5         22.5          2.5          2.5           0.0

 男性30～39歳（n=65）         40.0         18.5      63.1     63.1     63.1     63.1         35.4         43.1         61.5         61.5      63.1     63.1     63.1     63.1         15.4         15.4          4.6           0.0          1.5

 男性40～49歳（n=84）         29.8         19.0         60.7         31.0         48.8         56.0         53.6      61.9     61.9     61.9     61.9         14.3         17.9          3.6          4.8           0.0

 男性50～59歳（n=80）         40.0         17.5         47.5         17.5         40.0      51.2     51.2     51.2     51.2         50.0         47.5         11.3         12.5          5.0          6.3           0.0

 男性60～69歳（n=116）         39.7         10.3      62.1     62.1     62.1     62.1         25.9         39.7         50.9         48.3         53.4         24.1         17.2          2.6          3.4          1.7

 男性70歳以上（n=90）         50.0         14.4      67.8     67.8     67.8     67.8         22.2         38.9         40.0         33.3         51.1         17.8         11.1          2.2          8.9          2.2

性

別

女

性

／

年

齢

別

男

性

／

年

齢

別

単位：％

 全体（n=1,111）
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３ 仕事について 
問９ あなたの雇用形態はどれに該当しますか。（単数回答） 

「正規社員・職員」が34.3％と最も高く、次いで「仕事はしていない（年金生活者・専業主婦（主夫）を含む）」

が 26.0％、「パート・アルバイト」が 21.9％となっています。 

性別にみると、女性は「仕事はしていない（年金生活者・専業主婦（主夫）を含む）」、男性は「正規社員・

職員」が最も高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともに 30 歳代以下、男性の 40～50 歳代では「正規社員・職員」が、女性の

40～50 歳代では「パート・アルバイト」が最も高くなっています。 
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・
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回

答

  34.3  34.3  34.3  34.3      5.2      4.7     21.9      1.7      2.3      2.4     26.0      1.3      0.3

 女性（n=630）     21.6      4.8      4.6     31.4      0.8      0.8      1.9   32.4  32.4  32.4  32.4      1.4      0.3

 男性（n=476）   50.8  50.8  50.8  50.8      5.9      4.8      9.5      2.9      4.2      3.2     17.6      0.8      0.2

 女性18～29歳（n=56）   46.4  46.4  46.4  46.4      1.8      3.6     17.9       0.0       0.0     21.4      7.1      1.8       0.0

 女性30～39歳（n=101）   48.5  48.5  48.5  48.5      2.0      2.0     24.8      1.0       0.0       0.0     20.8      1.0       0.0

 女性40～49歳（n=137）     25.5      8.0      6.6   33.6  33.6  33.6  33.6       0.0       0.0       0.0     26.3       0.0       0.0

 女性50～59歳（n=100）     17.0      6.0     11.0   46.0  46.0  46.0  46.0      2.0       0.0       0.0     17.0      1.0       0.0

 女性60～69歳（n=151）      6.0      3.3      2.6     39.1      1.3      2.6       0.0   42.4  42.4  42.4  42.4      2.0      0.7

 女性70歳以上（n=85）       0.0      5.9      1.2     14.1       0.0      1.2       0.0   72.9  72.9  72.9  72.9      3.5      1.2

 男性18～29歳（n=40）   45.0  45.0  45.0  45.0      7.5      5.0     10.0       0.0       0.0     32.5       0.0       0.0       0.0

 男性30～39歳（n=65）   86.2  86.2  86.2  86.2      1.5       0.0      3.1      3.1       0.0      3.1      3.1       0.0       0.0

 男性40～49歳（n=84）   90.5  90.5  90.5  90.5      2.4      1.2      2.4      1.2       0.0       0.0      1.2      1.2       0.0

 男性50～59歳（n=80）   77.5  77.5  77.5  77.5      7.5      2.5       0.0      5.0       0.0       0.0      6.3      1.3       0.0

 男性60～69歳（n=116）     23.3      6.0     11.2     14.7      4.3     13.8       0.0   24.1  24.1  24.1  24.1      1.7      0.9

 男性70歳以上（n=90）      3.3     10.0      5.6     21.1      2.2      4.4       0.0   53.3  53.3  53.3  53.3       0.0       0.0

性

別
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性
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別

男

性

／

年

齢

別

単位：％

 全体（n=1,111）

※本報告書内では、問９において「正規社員・職員」「自営業・自営業手伝い」「嘱託・派遣」「パート・アルバイト」

「会社役員・経営者」「再雇用・シルバー人材センターの就労」を選んだ方について、まとめて「仕事をしてい

る」を回答した方と示します。 
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※問９で「仕事をしている」を回答した方にうかがいます。 

問９-１ あなたの勤務先はどちらですか。（単数回答） 

「印西市内」が 39.5％と最も高く、次いで「千葉県内（市内を除く）」が 33.2％、「東京都内」が 22.2％とな

っています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性別にみると、女性では「印西市内」、男性では「千葉県内（市内を除く）」が最も高くなっています。また、

男性では「印西市内」よりも「東京都内」が高く、市外に勤務している割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※問９で「仕事はしていない」を回答した方にうかがいます。 

問９-２ あなたは、今後仕事をしたいと思いますか。（単数回答） 

「働くつもりはない」が 58.1％と最も高く、次いで「パートタイム・アルバイトとして働きたい」が 22.5％、「その

他」を除いて「正社員として働きたい」「内職をしたい」が 4.2％となっています。 

前回調査と比較すると、「働くつもりはない」が 8.9 ポイント増加し、「正社員として働きたい」が 8.6 ポイント減

少しています。 

性別にみると、男女ともに「働くつもりはない」が最も高くなっていますが、女性では「パートタイム・アルバイト

として働きたい」が男性と比較して 18.0 ポイント高く、働く意欲がある割合が高いことがうかがえます。 
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その他 不明・無回答
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前
回
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※問９で「仕事はしていない」を回答した方にうかがいます。 

問９-３ あなたが現在、仕事をしていない最も大きな理由は何ですか。（単数回答） 

「定年退職したから」が 21.5％と最も高く、次いで「健康面の理由から」が 19.4％、「経済的に働く必要がな

いから」が 10.7％となっています。 

前回調査と比較すると、「健康面の理由から」が 9.0 ポイント増加しています。 

性別にみると、女性では「健康面の理由から」、男性では「定年退職したから」が最も高くなっています。ま

た、男性では「定年退職したから」が女性と比較して 40.2 ポイント高く、女性では「子育てとの両立が困難だか

ら」が男性と比較して 12.7 ポイント高くなっています。 
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が
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回

答

     3.1      9.0      1.4      4.2      0.7     10.7     10.0     19.4      1.0      4.8   21.5  21.5  21.5  21.5      4.2      5.5      4.5

前

回

 前回（n=374）      2.4      9.4      2.7      4.0      0.8      9.6     11.5     10.4      2.9      4.0   16.3  16.3  16.3  16.3     12.0      6.7      7.2

 女性（n=204）      4.4     12.7      2.0      3.9      0.5     11.3     10.3   20.6  20.6  20.6  20.6      1.5      6.4      9.8      4.4      7.4      4.9

 男性（n=84）       0.0       0.0       0.0      4.8      1.2      9.5      9.5     16.7       0.0       0.0   50.0  50.0  50.0  50.0      3.6      1.2      3.6

性

別

 全体（n=289）

単位：％
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※すべての方にうかがいます。 

問 10 ご自身と配偶者・パートナーの働き方について、理想はどうあるべきだと思いますか。また、

現実ではどのような働き方ですか。 

①・③の理想について、配偶者・パートナーがいない方は、いると想定してお答えください。

また、②・④の現実について、配偶者・パートナーがいる方は、これまでの状況も踏まえて

お答えください。（①～④それぞれ１つずつ番号を記入）（単数回答） 

①あなた自身の働き方の理想 

「結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける」が 37.4％と最も高く、次いで「子育ての時期だけ一時やめ、そ

の後はフルタイムで仕事を続ける」が 19.3％、「子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を

続ける」が 15.9％となっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性別にみると、女性は「子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続ける」、男性は「結婚

や出産にかかわらず、仕事を続ける」が最も高くなっています。一方、女性では「子育ての時期だけ一時やめ、

その後はパートタイムで仕事を続ける」が高いものの、「結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける」もほぼ同率

となっており、職業を継続する意向が高いことがうかがえます。 

性／年齢別にみると、女性では年代によってばらつきがありますが、男性ではすべての年齢区分で「結婚

や出産にかかわらず、仕事を続ける」が最も高くなっています。 
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答

  37.4  37.4  37.4  37.4     19.3     15.9      3.4      5.4      2.9      2.2      2.1      3.1      0.1      8.4

前

回

 前回（n=1,258）   36.4  36.4  36.4  36.4     14.9     14.5      3.5      6.6      4.5      1.6      1.0      2.9      0.6     13.4

 女性（n=630）     26.0     19.7   26.2  26.2  26.2  26.2      4.9      7.3      4.3      0.6      1.6      2.2      0.2      7.0

 男性（n=476）   52.3  52.3  52.3  52.3     18.7      2.5      1.3      2.9      1.1      4.2      2.7      4.2       0.0     10.1

 女性18～29歳（n=56）     21.4   30.4  30.4  30.4  30.4     21.4      5.4      8.9      3.6      1.8      1.8      1.8      1.8      1.8

 女性30～39歳（n=101）   36.6  36.6  36.6  36.6     14.9     28.7      1.0     10.9      3.0       0.0      1.0      3.0       0.0      1.0

 女性40～49歳（n=137）     25.5     19.0   35.0  35.0  35.0  35.0      2.9      6.6      2.2       0.0      1.5      4.4       0.0      2.9

 女性50～59歳（n=100）   27.0  27.0  27.0  27.0     21.0     25.0      5.0      4.0      8.0       0.0      3.0      1.0       0.0      6.0

 女性60～69歳（n=151）     24.5     16.6   27.2  27.2  27.2  27.2      7.9      7.3      4.0      0.7      2.0      0.7       0.0      9.3

 女性70歳以上（n=85）     18.8   23.5  23.5  23.5  23.5     11.8      7.1      7.1      5.9      2.4       0.0      2.4       0.0     21.2

 男性18～29歳（n=40）   45.0  45.0  45.0  45.0     27.5       0.0       0.0      5.0      2.5      2.5       0.0      7.5       0.0     10.0

 男性30～39歳（n=65）   53.8  53.8  53.8  53.8     26.2       0.0       0.0      6.2      1.5      4.6      1.5      4.6       0.0      1.5

 男性40～49歳（n=84）   57.1  57.1  57.1  57.1     19.0      6.0       0.0      2.4      1.2      4.8      4.8      2.4       0.0      2.4

 男性50～59歳（n=80）   52.5  52.5  52.5  52.5     21.3      2.5      1.3      2.5       0.0      2.5      3.8      6.3       0.0      7.5

 男性60～69歳（n=116）   54.3  54.3  54.3  54.3     18.1      1.7      0.9      1.7      1.7      5.2      0.9      3.4       0.0     12.1

 男性70歳以上（n=90）   47.8  47.8  47.8  47.8      7.8      3.3      4.4      1.1       0.0      4.4      4.4      3.3       0.0     23.3

性

別
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／

年
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別

男

性

／

年

齢

別

 全体（n=1,111）

単位：％
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②あなた自身の働き方の現実 

「結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける」が 40.6％と最も高く、次いで「子育ての時期だけ一時やめ、そ

の後はパートタイムで仕事を続ける」が 17.5％、「子育ての時期だけ一時やめ、その後はフルタイムで仕事を

続ける」が 7.4％となっています。 

前回調査と比較すると、「結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける」が 5.4 ポイント増加しています。 

性別にみると、理想と同様に、女性では「子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続け

る」、男性では「結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける」が最も高くなっています。 

性／年齢別にみると、女性では 39 歳までは「結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける」、40 歳以上では

「子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続ける」が最も高くなっています。男性ではすべ

ての年齢区分で「結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける」が最も高くなっています。 
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回

答

  40.6  40.6  40.6  40.6      7.4     17.5      2.1      4.7      4.1      3.8      2.9      4.0      2.7     10.4

前

回

 前回（n=1,258）   35.2  35.2  35.2  35.2      5.6     16.2      2.9      4.4      5.7      2.9      3.6      4.7      3.7     15.0

 女性（n=630）     21.7     10.0   29.4  29.4  29.4  29.4      3.3      7.5      6.0      4.4      3.2      3.8      2.5      8.1

 男性（n=476）   65.8  65.8  65.8  65.8      4.0      1.9      0.2      1.1      1.5      2.9      2.5      4.0      2.7     13.4

 女性18～29歳（n=56）   32.1  32.1  32.1  32.1      8.9      8.9      1.8      1.8      1.8      5.4      3.6     21.4     10.7      3.6

 女性30～39歳（n=101）   34.7  34.7  34.7  34.7     22.8     19.8       0.0      9.9      2.0      4.0      1.0      2.0      2.0      2.0

 女性40～49歳（n=137）     24.8      6.6   35.8  35.8  35.8  35.8      0.7     10.2      3.6      5.8      3.6      2.2      3.6      2.9

 女性50～59歳（n=100）     24.0      8.0   43.0  43.0  43.0  43.0      5.0      4.0      5.0      2.0      1.0      1.0      2.0      5.0

 女性60～69歳（n=151）     11.3      8.6   34.4  34.4  34.4  34.4      6.6      8.6     10.6      3.3      5.3      0.7      0.7      9.9

 女性70歳以上（n=85）     10.6      5.9   18.8  18.8  18.8  18.8      4.7      5.9     10.6      7.1      3.5      5.9       0.0     27.1

 男性18～29歳（n=40）   42.5  42.5  42.5  42.5      2.5       0.0       0.0      2.5       0.0      5.0       0.0     12.5     17.5     17.5

 男性30～39歳（n=65）   76.9  76.9  76.9  76.9      6.2      1.5       0.0       0.0       0.0       0.0      1.5      4.6      3.1      6.2

 男性40～49歳（n=84）   81.0  81.0  81.0  81.0      4.8       0.0       0.0       0.0      1.2       0.0      2.4      3.6      2.4      4.8

 男性50～59歳（n=80）   75.0  75.0  75.0  75.0      5.0      3.8      1.3       0.0       0.0      1.3      1.3      2.5       0.0     10.0

 男性60～69歳（n=116）   66.4  66.4  66.4  66.4      1.7      0.9       0.0      0.9      2.6      3.4      3.4      3.4      1.7     15.5

 男性70歳以上（n=90）   45.6  45.6  45.6  45.6      4.4      4.4       0.0      3.3      3.3      7.8      4.4      2.2       0.0     24.4

 全体（n=1,111）

性

別

女

性

／

年

齢

別

男

性

／

年

齢

別

単位：％
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③あなたの配偶者に望む理想的な働き方 

「結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける」が 43.4％と最も高く、次いで「子育ての時期だけ一時やめ、そ

の後はフルタイムで仕事を続ける」が 12.8％、「子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を

続ける」が 9.0％となっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性別にみると、女性では「結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける」、男性では「子育ての時期だけ一時や

め、その後はパートタイムで仕事を続ける」が最も高くなっています。 

性／年齢別にみると、女性ではすべての年齢区分で「結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける」が最も高

くなっています。男性では 18～29 歳、60 歳以上で「子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕

事を続ける」、30～40 歳代で「子育ての時期だけ一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける」、50 歳代

で「結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける」が最も高くなっています。 
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答

  43.4  43.4  43.4  43.4     12.8      9.0      2.5      5.1      3.1      1.9      3.5      5.2      4.2      9.3

前

回

 前回（n=1,258）   39.7  39.7  39.7  39.7     10.5      7.7      3.0      5.2      4.2      1.4      1.6      4.8      4.3     17.5

 女性（n=630）   65.6  65.6  65.6  65.6      8.7      1.0      0.8      2.2      0.6      0.5      3.3      5.1      3.5      8.7

 男性（n=476）     14.1     18.1   19.7  19.7  19.7  19.7      4.6      9.0      6.3      3.8      3.8      5.5      5.3      9.9

 女性18～29歳（n=56）   48.2  48.2  48.2  48.2     16.1       0.0      1.8      3.6       0.0      1.8      5.4      7.1     12.5      3.6

 女性30～39歳（n=101）   80.2  80.2  80.2  80.2     10.9       0.0      1.0      2.0       0.0       0.0      1.0      1.0      3.0      1.0

 女性40～49歳（n=137）   75.9  75.9  75.9  75.9      5.1      0.7      0.7      0.7       0.0       0.0      3.6      6.6      2.9      3.6

 女性50～59歳（n=100）   68.0  68.0  68.0  68.0      8.0      2.0      1.0      2.0      2.0       0.0      3.0      5.0      2.0      7.0

 女性60～69歳（n=151）   64.9  64.9  64.9  64.9      7.3      2.0       0.0      4.0      0.7       0.0      3.3      5.3      2.6      9.9

 女性70歳以上（n=85）   41.2  41.2  41.2  41.2     10.6       0.0      1.2      1.2      1.2      2.4      4.7      5.9      2.4     29.4

 男性18～29歳（n=40）      5.0     12.5   17.5  17.5  17.5  17.5      5.0     12.5      7.5       0.0      2.5     12.5     15.0     10.0

 男性30～39歳（n=65）     16.9   26.2  26.2  26.2  26.2     18.5      7.7     12.3      3.1      6.2      1.5      3.1      3.1      1.5

 男性40～49歳（n=84）     11.9   23.8  23.8  23.8  23.8     22.6      3.6      9.5      3.6      3.6      3.6      6.0      8.3      3.6

 男性50～59歳（n=80）   20.0  20.0  20.0  20.0     17.5     16.3      1.3      5.0      8.8      5.0      6.3      5.0      7.5      7.5

 男性60～69歳（n=116）     17.2     13.8   19.8  19.8  19.8  19.8      4.3      8.6      8.6      2.6      6.0      6.0      1.7     11.2

 男性70歳以上（n=90）      8.9     15.6   21.1  21.1  21.1  21.1      6.7      8.9      5.6      4.4      1.1      3.3      2.2     22.2

 全体（n=1,111）
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④あなたの配偶者の働き方の現実 

「結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける」が 46.2％と最も高く、次いで「配偶者はいない」が 10.9％、「子

育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続ける」が 10.0％となっています。 

前回調査と比較すると、「結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける」が 9.1 ポイント増加しています。 

性別にみると、女性では「結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける」、男性では「子育ての時期だけ一時や

め、その後はパートタイムで仕事を続ける」が最も高くなっています。 

性／年齢別にみると、女性の 30 歳以上では「結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける」が最も高く、男性

の 30 歳代では「結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける」、40 歳以上では「子育ての時期だけ一時やめ、そ

の後はパートタイムで仕事を続ける」が最も高くなっています。男女ともに「結婚や出産にかかわらず、仕事を

続ける」は年齢が上がるにつれて少なくなっています。また、18～29 歳では「配偶者はいない」が最も高くな

っています。 
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後

ま

た

は

子

育

て

終

了

時

か

ら

仕

事

を

も

つ

子

ど

も

が

で

き

る

ま

で

仕

事

を

持

ち

、

子

ど

も

が

で

き

た

ら

家

事

や

子

育

て

に

専

念

す

る

結

婚

す

る

ま

で

仕

事

を

持

ち

、

結

婚

後

は

家

事

な

ど

に

専

念

す

る

仕

事

は

も

た

な

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

配

偶

者

は

い

な

い

不

明

・

無

回

答

  46.2  46.2  46.2  46.2      5.1     10.0      1.3      2.1      3.8      4.1      2.6      3.2     10.9     10.9

前

回

 前回（n=1,258）   37.1  37.1  37.1  37.1      4.4     11.6      2.1      3.3      3.7      3.5      2.8      3.3     10.4     18.0

 女性（n=630）   69.4  69.4  69.4  69.4      1.4      1.0      0.3      0.6       0.0      1.7      3.0      2.7     10.6      9.2

 男性（n=476）     15.5     10.1   22.1  22.1  22.1  22.1      2.5      4.0      8.8      7.1      2.1      3.8     10.9     13.0

 女性18～29歳（n=56）     42.9      1.8       0.0       0.0       0.0       0.0       0.0       0.0      5.4   44.6  44.6  44.6  44.6      5.4

 女性30～39歳（n=101）   87.1  87.1  87.1  87.1      1.0       0.0       0.0       0.0       0.0       0.0      1.0      1.0      8.9      1.0

 女性40～49歳（n=137）   78.1  78.1  78.1  78.1      0.7      0.7       0.0      1.5       0.0      0.7      0.7      2.9     11.7      2.9

 女性50～59歳（n=100）   80.0  80.0  80.0  80.0      1.0      1.0      1.0      1.0       0.0       0.0      1.0      4.0      6.0      5.0

 女性60～69歳（n=151）   67.5  67.5  67.5  67.5      3.3      2.0      0.7      0.7       0.0      2.6      4.6      1.3      4.6     12.6

 女性70歳以上（n=85）   42.4  42.4  42.4  42.4       0.0      1.2       0.0       0.0       0.0      7.1     10.6      3.5      4.7     30.6

 男性18～29歳（n=40）      7.5       0.0      7.5       0.0      2.5       0.0      5.0       0.0     10.0   50.0  50.0  50.0  50.0     17.5

 男性30～39歳（n=65）   21.5  21.5  21.5  21.5     20.0     20.0       0.0      7.7      3.1      3.1      1.5      4.6     12.3      6.2

 男性40～49歳（n=84）     19.0     17.9   25.0  25.0  25.0  25.0      2.4      4.8      3.6      6.0      1.2      4.8      9.5      6.0

 男性50～59歳（n=80）     18.8      8.8   26.3  26.3  26.3  26.3      1.3      2.5     12.5      3.8      3.8      2.5     10.0     10.0

 男性60～69歳（n=116）     15.5      7.8   26.7  26.7  26.7  26.7      3.4      1.7     11.2      8.6      2.6      3.4      5.2     13.8

 男性70歳以上（n=90）      8.9      4.4   17.8  17.8  17.8  17.8      5.6      5.6     15.6     13.3      2.2      1.1      2.2     23.3

 全体（n=1,111）

性

別

女

性

／

年

齢

別

男

性

／

年

齢

別

単位：％
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※問９で「仕事をしている」を回答した方にうかがいます。 

問 11 あなたの職場では、仕事の内容や待遇面で、女性に対して次のようなことがありますか。 

（複数回答） 

「あてはまるものはない」が 49.1％と最も高く、次いで「男性に比べて女性の採用が少ない」が 14.5％、「昇

進、昇格に男女差がある」が 11.3％となっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「能力を正当に評価しない」が 7.3 ポイント、「有給休暇や育児・介護

休暇が取得しにくい」が 6.3 ポイント高くなっています。また、男性は女性と比較して「男性に比べて女性の採

用が少ない」が 18.2 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、「あてはまるものはない」に次いで、男性では70歳以上で「配属先が限られている」、

それ以外の年齢区分では「男性に比べて女性の採用が少ない」が高くなっているのに対して、女性はばらつ

きがあり、18～29 歳では「配属先が限られている」、30 歳代では「昇進、昇格に男女差がある」、40 歳以上

では「能力を正当に評価しない」が高くなっています。 
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進
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に

男
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に

評

価
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な

い

配

属
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が

限

ら

れ

て

い

る

補

助

的

な

仕

事

し

か

や

ら

せ

て

も

ら

え

な

い

企

画

会

議

な

ど

の

意

思

決

定

の

場

に

女

性

が

参

加

で

き

な

い

傾

向

が

あ

る

女

性

を

幹

部

職

員

に

登

用

し

な

い

有

給

休

暇

や

育

児

・

介

護

休

暇

が

取

得

し

に

く

い

短

時

間

勤

務

が

認

め

ら

れ

な

い

結

婚

や

出

産

で

退

職

す

る

風

潮

が

あ

る

教

育

・

研

修

を

受

け

る

機

会

が

少

な

い

そ

の

他

あ

て

は

ま

る

も

の

は

な

い

不

明

・

無

回

答

    10.7     14.5     11.3     11.2      8.1      3.1      3.1      5.9      9.3      5.3      5.7      6.6      3.2   49.1  49.1  49.1  49.1      5.4

 女性（n=403）     10.4      5.7     11.2     14.6      4.7      3.5      2.0      5.2     12.2      5.5      4.5      7.7      3.2   53.6  53.6  53.6  53.6      5.0

 男性（n=372）     10.5     23.9     11.6      7.3     11.3      2.4      4.0      6.5      5.9      5.1      6.7      5.4      3.0   44.4  44.4  44.4  44.4      5.9

 女性18～29歳（n=39）     10.3      5.1      7.7      7.7     12.8       0.0       0.0     10.3     10.3      7.7      7.7       0.0       0.0   48.7  48.7  48.7  48.7      7.7

 女性30～39歳（n=79）     10.1      7.6     15.2     10.1      7.6      2.5      1.3      3.8     13.9      8.9      8.9      5.1      5.1   51.9  51.9  51.9  51.9      3.8

 女性40～49歳（n=101）     11.9      4.0     11.9     15.8      3.0      5.0      3.0      4.0     10.9      3.0      2.0      6.9      2.0   59.4  59.4  59.4  59.4      2.0

 女性50～59歳（n=82）     12.2      7.3     11.0     15.9      1.2      1.2      1.2      4.9     14.6      7.3      4.9      8.5       0.0   52.4  52.4  52.4  52.4      6.1

 女性60～69歳（n=83）      7.2      4.8     10.8     19.3      3.6      4.8      3.6      7.2     10.8      3.6      2.4     14.5      8.4   53.0  53.0  53.0  53.0      3.6

 女性70歳以上（n=19）     10.5      5.3       0.0     15.8      5.3     10.5       0.0       0.0     10.5       0.0       0.0      5.3       0.0   47.4  47.4  47.4  47.4     21.1

 男性18～29歳（n=27）       0.0     25.9      3.7      3.7      3.7      3.7      3.7      3.7       0.0      3.7      7.4      7.4       0.0   51.9  51.9  51.9  51.9      3.7

 男性30～39歳（n=61）      6.6     19.7     11.5     16.4      9.8      1.6      1.6      6.6      3.3      6.6     11.5      3.3      3.3   44.3  44.3  44.3  44.3      3.3

 男性40～49歳（n=82）      9.8     28.0     12.2      7.3     13.4      3.7      7.3      8.5     11.0      4.9      6.1      9.8      3.7   43.9  43.9  43.9  43.9      2.4

 男性50～59歳（n=74）     10.8     31.1     12.2      4.1     13.5      1.4      4.1      4.1      8.1      8.1      5.4      2.7      4.1   40.5  40.5  40.5  40.5      6.8

 男性60～69歳（n=85）     18.8     24.7     17.6      8.2     10.6      2.4      4.7      7.1      3.5      3.5      7.1      5.9      2.4   38.8  38.8  38.8  38.8      4.7

 男性70歳以上（n=42）      4.8      7.1       0.0       0.0     11.9      2.4       0.0      7.1      4.8      2.4      2.4      2.4      2.4   59.5  59.5  59.5  59.5     19.0

女

性

／

年

齢

別

男

性

／

年

齢

別

性

別

単位：％

 全体（n=778）
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※問９で「仕事をしている」を回答した方にうかがいます。 

問 12 あなたの職場では、男性職員・女性職員が有給休暇や育児・介護休業を取りやすい環境にあ

りますか。（①～③の男性・女性について、それぞれ単数回答） 

①有給休暇【男性が取得する場合】 

「取りやすい」が32.6％と最も高く、次いで「どちらかといえば取りやすい」が 23.0％、「わからない」が12.0％

となっています。 

性別にみると、男性自身では女性と比較して『取りやすい』（「取りやすい」と「どちらかといえば取りやすい」の

計）が 26.7 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男性ではすべての年齢区分で「取りやすい」が最も高くなっているのに対して、女性

はどの年齢区分も男性より『取りやすい』の割合が低く、特に 40 歳以上では５割を下回っています。また、男

性の 30～50 歳代では『取りにくい』（「取りにくい」と「どちらかといえば取りにくい」の計）が２割を超えており、そ

のうち「取りにくい」は１割を超えています。 

 

 

 

 

 

  

32.6 

24.3 

41.9 

33.3 

38.0 

25.7 

20.7 

13.3 

5.3 

59.3 

39.3 

42.7 

33.8 

45.9 

40.5 

23.0 

18.6 

27.7 

23.1 

24.1 

14.9 

24.4 

12.0 

10.5 

14.8 

31.1 

28.0 

31.1 

34.1 

9.5 

8.9 

8.9 

8.6 

5.1 

8.9 

12.9 

12.2 

3.6 

5.3 

0.0 

11.5 

12.2 

13.5 

5.9 

0.0 

9.1 

8.9 

9.4 

7.7 

11.4 

10.9 

6.1 

8.4 

5.3 

7.4 

13.1 

12.2 

10.8 

4.7 

7.1 

12.0 

17.4 

6.2 

15.4 

8.9 

25.7 

18.3 

16.9 

10.5 

14.8 

1.6 

1.2 

4.1 

5.9 

21.4 

14.4 

21.8 

6.2 

15.4 

8.9 

9.9 

18.3 

45.8 

63.2 

3.7 

3.3 

3.7 

6.8 

3.5 

21.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=778）

女性（n=403）

男性（n=372）

女性

18～29歳（n=39）

女性

30～39歳（n=79）

女性

40～49歳（n=101）

女性

50～59歳（n=82）

女性

60～69歳（n=83）

女性

70歳以上（n=19）

男性

18～29歳（n=27）

男性

30～39歳（n=61）

男性

40～49歳（n=82）

男性

50～59歳（n=74）

男性

60～69歳（n=85）

男性

70歳以上（n=42）

取りやすい どちらかといえば取りやすい

どちらかといえば取りにくい 取りにくい

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性
／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体
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①有給休暇【女性が取得する場合】 

「取りやすい」が 38.2％と最も高く、次いで「どちらかといえば取りやすい」が 24.9％、「わからない」が 9.1％

となっています。 

性別にみると、男女ともに『取りやすい』が５割を超えている一方、女性自身では男性と比較して『取りにくい』

が 12.1 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともに概ねすべての年齢区分で『取りやすい』が５割以上となっている一方、女

性の 40 歳代と 60 歳代では『取りにくい』が２割を超えています。 
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15.8 

18.5 

6.6 
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10.8 
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7.1 

14.3 

6.2 

23.1 

2.6 

5.1 
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6.1 

13.3 

10.5 

3.7 

16.4 

18.3 

18.9 

22.4 

61.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=778）

女性（n=403）

男性（n=372）

女性

18～29歳（n=39）

女性

30～39歳（n=79）

女性

40～49歳（n=101）

女性

50～59歳（n=82）
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60～69歳（n=83）
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70歳以上（n=19）
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18～29歳（n=27）
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30～39歳（n=61）
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40～49歳（n=82）
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70歳以上（n=42）

取りやすい どちらかといえば取りやすい
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体
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②育児休業【男性が取得する場合】 

「わからない」が 28.0％と最も高く、次いで「取りにくい」が 18.3％、「どちらかといえば取りやすい」が 13.9％

となっています。 

性別にみると、男女ともに『取りにくい』が『取りやすい』を上回っており、一方男性自身は『取りやすい』が３

割を超えて高くなっています。 

性／年齢別にみると、男性の 30～50 歳代では『取りにくい』が４割を超え、『取りやすい』を上回っています。

女性はすべての年代で「わからない」の割合が最も高くなっています。 
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②育児休業【女性が取得する場合】 

「取りやすい」が38.7％と最も高く、次いで「わからない」が 20.6％、「どちらかといえば取りやすい」が16.3％

となっています。 

性別にみると、男女ともに『取りやすい』が５割を超えており、概ね同様の傾向となっています。 

性／年齢別にみると、女性の 18～29 歳と 30 歳代、男性の 30 歳代では『取りやすい』が７割前後と高く

なっています。 

 

 

 

 

 

  

38.7 

36.7 

40.9 

46.2 

50.6 

35.6 

28.0 

31.3 

26.3 

44.4 

60.7 

48.8 

35.1 

38.8 

9.5 

16.3 

19.1 

13.2 

25.6 

19.0 

15.8 

25.6 

15.7 

10.5 

11.1 

13.1 

13.4 

14.9 

18.8 

0.0 

4.6 

6.0 

3.2 

5.1 

8.9 

4.0 

8.5 

4.8 

0.0 

0.0 

1.6 

2.4 

8.1 

2.4 

2.4 

4.9 

5.7 

4.0 

2.6 

7.6 

5.9 

3.7 

6.0 

10.5 

7.4 

1.6 

4.9 

5.4 

2.4 

4.8 

20.6 

25.1 

15.6 

17.9 

8.9 

36.6 

28.0 

26.5 

26.3 

33.3 

6.6 

12.2 

17.6 

15.3 

21.4 

14.9 

7.4 

23.1 

2.6 

5.1 

2.0 

6.1 

15.7 

26.3 

3.7 

16.4 

18.3 

18.9 

22.4 

61.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=778）

女性（n=403）

男性（n=372）

女性

18～29歳（n=39）

女性

30～39歳（n=79）

女性

40～49歳（n=101）

女性

50～59歳（n=82）

女性

60～69歳（n=83）

女性

70歳以上（n=19）

男性

18～29歳（n=27）

男性

30～39歳（n=61）

男性

40～49歳（n=82）

男性

50～59歳（n=74）

男性

60～69歳（n=85）

男性

70歳以上（n=42）

取りやすい どちらかといえば取りやすい

どちらかといえば取りにくい 取りにくい

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体
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③介護休業【男性が取得する場合】 

「わからない」が 35.5％と最も高く、次いで「取りにくい」が 13.2％、「どちらかといえば取りやすい」が 12.9％

となっています。 

性別にみると、男性は女性と比較して『取りやすい』が 11.6 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男性の 18～29 歳、40 歳代、60 歳代では『取りやすい』が『取りにくい』を上回って

いるものの、50 歳代では『取りにくい』が『取りやすい』を上回っています。 

 

 

 

 

 

  

12.5 

8.4 

16.9 

7.7 

17.7 

9.9 

2.4 

6.0 

0.0 

14.8 

14.8 

18.3 

16.2 

17.6 

19.0 

12.9 

11.4 

14.5 

12.8 

13.9 

14.9 

14.6 

3.6 

0.0 

11.1 

8.2 

19.5 

13.5 

23.5 

0.0 

9.8 

6.5 

13.2 

5.1 

8.9 

6.9 

9.8 

2.4 

0.0 

3.7 

8.2 

14.6 

13.5 

20.0 

7.1 

13.2 

11.7 

14.8 

2.6 

15.2 

8.9 

14.6 

13.3 

10.5 

11.1 

16.4 

17.1 

23.0 

7.1 

11.9 

35.5 

39.7 

31.2 

56.4 

35.4 

49.5 

39.0 

27.7 

26.3 

55.6 

47.5 

25.6 

27.0 

22.4 

28.6 

16.2 

22.3 

9.4 

15.4 

8.9 

9.9 

19.5 

47.0 

63.2 

3.7 

4.9 

4.9 

6.8 

9.4 

33.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=778）

女性（n=403）

男性（n=372）

女性

18～29歳（n=39）

女性

30～39歳（n=79）

女性

40～49歳（n=101）

女性

50～59歳（n=82）

女性

60～69歳（n=83）

女性

70歳以上（n=19）

男性

18～29歳（n=27）

男性

30～39歳（n=61）

男性

40～49歳（n=82）

男性

50～59歳（n=74）

男性

60～69歳（n=85）

男性

70歳以上（n=42）

取りやすい どちらかといえば取りやすい

どちらかといえば取りにくい 取りにくい

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体
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③介護休業【女性が取得する場合】 

「わからない」が33.9％と最も高く、次いで「どちらかといえば取りやすい」が 18.3％、「取りやすい」が17.0％

となっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「わからない」が 10.5 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男性の 60歳代を除いて「わからない」が最も高くなっています。一方で女性の30歳

代、男性の 40 歳代、60 歳代では『取りやすい』が４割を超えて高くなっています。 

 

 

 

 

 

  

17.0 

15.1 

19.1 

15.4 

25.3 

11.9 

11.0 

13.3 

15.8 

14.8 

16.4 

20.7 

18.9 

25.9 

9.5 

18.3 

20.8 

15.3 

20.5 

19.0 

23.8 

25.6 

15.7 

15.8 

11.1 

11.5 

19.5 

16.2 

22.4 

0.0 

7.2 

7.2 

7.0 

10.3 

7.6 

4.0 

9.8 

8.4 

0.0 

3.7 

3.3 

8.5 

9.5 

9.4 

2.4 

8.9 

10.4 

7.3 

2.6 

10.1 

11.9 

9.8 

13.3 

10.5 

11.1 

9.8 

7.3 

10.8 

1.2 

7.1 

33.9 

39.0 

28.5 

48.7 

32.9 

46.5 

37.8 

33.7 

31.6 

55.6 

42.6 

25.6 

25.7 

20.0 

19.0 

14.8 

7.4 

22.8 

2.6 

5.1 

2.0 

6.1 

15.7 

26.3 

3.7 

16.4 

18.3 

18.9 

21.2 

61.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=778）

女性（n=403）

男性（n=372）

女性

18～29歳（n=39）

女性

30～39歳（n=79）

女性

40～49歳（n=101）

女性

50～59歳（n=82）

女性

60～69歳（n=83）

女性

70歳以上（n=19）

男性

18～29歳（n=27）

男性

30～39歳（n=61）

男性

40～49歳（n=82）

男性

50～59歳（n=74）

男性

60～69歳（n=85）

男性

70歳以上（n=42）

取りやすい どちらかといえば取りやすい

どちらかといえば取りにくい 取りにくい

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体
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※すべての方にうかがいます。 

問 13 女性が結婚後、出産後も退職せずに働き続けるためには、どのようなことが重要だと思いま

すか。（①～⑨それぞれ単数回答） 

①配偶者・パートナーの理解や家事・育児などへの参加 

「とても重要である」が 77.2％と最も高く、次いで「重要である」が 20.1％、「あまり重要でない」が 0.7％とな

っています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「とても重要である」が 15.7 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「とても重要である」が最も高くなっています。女性の

70 歳以上、男性の 40 歳以上では「重要である」が２割～３割台と高く、他の性年代と比較して重要度の認

識がやや低くなっています。 

 

 

 

 

 

  

77.2 

84.0 

68.3 

89.3 

92.1 

84.7 

83.0 

82.1 

74.1 

85.0 

84.6 

70.2 

65.0 

67.2 

52.2 

20.1 

14.6 

27.3 

7.1 

6.9 

13.9 

15.0 

16.6 

25.9 

15.0 

13.8 

23.8 

33.8 

29.3 

36.7 

0.7 

0.2 

1.5 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.5 

6.0 

0.0 

0.9 

0.0 

0.1 

0.0 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

1.9 

1.3 

2.7 

3.6 

1.0 

0.7 

2.0 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

2.6 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

とても重要である 重要である あまり重要でない

まったく重要でない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性
／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体



32 

②配偶者・パートナー以外の家族の理解や家事・育児等への参加 

「とても重要である」が 43.8％と最も高く、次いで「重要である」が 43.4％、「あまり重要でない」が 9.4％とな

っています。 

性別にみると、女性では男性と比較して『重要である』（「とても重要である」と「重要である」の計）が 5.8 ポ

イント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男性の 50 歳代、男女の 60 歳以上では「重要である」が最も高くなっています。ま

た、『重要でない』（「まったく重要でない」と「あまり重要でない」の計）は、男女の 40 歳代、男性の 60 歳以上

で１割台と他の性年代と比較して高くなっています。 

 

 

 

 

 

  

43.8 

46.2 

41.0 

55.4 

56.4 

46.7 

51.0 

37.1 

37.6 

47.5 

56.9 

46.4 

45.0 

37.9 

22.2 

43.4 

43.7 

43.1 

33.9 

35.6 

42.3 

39.0 

53.6 

49.4 

45.0 

33.8 

34.5 

47.5 

41.4 

54.4 

9.4 

7.9 

10.9 

7.1 

6.9 

9.5 

7.0 

8.6 

7.1 

7.5 

7.7 

16.7 

6.3 

12.9 

11.1 

0.7 

0.3 

1.3 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

1.2 

0.0 

0.0 

2.4 

0.0 

3.4 

0.0 

2.7 

1.9 

3.8 

3.6 

1.0 

0.7 

3.0 

0.7 

4.7 

0.0 

1.5 

0.0 

1.3 

4.3 

12.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

とても重要である 重要である あまり重要でない

まったく重要でない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体
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③配偶者・パートナーの職場の理解 

「とても重要である」が 66.7％と最も高く、次いで「重要である」が 28.7％、「あまり重要でない」が 1.9％とな

っています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「とても重要である」が 9.4 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「とても重要である」が最も高くなっています。男性

18～29 歳を除き、年齢が下がるにつれて「とても重要である」の割合が高くなり、重要度の認識が高くなる傾

向が伺えます。 

 

 

 

 

 

  

66.7 

71.0 

61.6 

83.9 

83.2 

78.8 

68.0 

60.3 

57.6 

65.0 

75.4 

61.9 

58.8 

58.6 

55.6 

28.7 

25.7 

32.1 

12.5 

14.9 

19.7 

29.0 

37.1 

32.9 

30.0 

21.5 

31.0 

37.5 

34.5 

34.4 

1.9 

1.4 

2.5 

0.0 

1.0 

0.7 

0.0 

2.0 

4.7 

5.0 

0.0 

7.1 

1.3 

2.6 

0.0 

0.2 

0.0 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.5 

0.0 

0.0 

0.9 

0.0 

2.5 

1.9 

3.4 

3.6 

1.0 

0.7 

3.0 

0.7 

4.7 

0.0 

1.5 

0.0 

2.5 

3.4 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

とても重要である 重要である あまり重要でない

まったく重要でない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体
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④保育施設や学童保育の充実 

「とても重要である」が 70.7％と最も高く、次いで「重要である」が 24.5％、「あまり重要でない」が 2.0％とな

っています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「とても重要である」が 7.0 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「とても重要である」が最も高く、特に男性の 30 歳代

では約９割となっています。 

 

 

 

 

 

  

70.7 

73.8 

66.8 

83.9 

83.2 

77.4 

72.0 

65.6 

67.1 

67.5 

87.7 

65.5 

62.5 

65.5 

57.8 

24.5 

22.4 

26.9 

10.7 

15.8 

20.4 

23.0 

31.1 

24.7 

25.0 

10.8 

29.8 

32.5 

28.4 

30.0 

2.0 

1.3 

2.9 

0.0 

0.0 

1.5 

3.0 

2.0 

0.0 

7.5 

1.5 

4.8 

3.8 

1.7 

1.1 

0.1 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.8 

2.4 

3.4 

5.4 

1.0 

0.7 

2.0 

1.3 

7.1 

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

4.3 

11.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

とても重要である 重要である あまり重要でない

まったく重要でない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別
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別

女
性

女
性
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性
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年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別
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性
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性
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性
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性
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年
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年
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別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体



35 

⑤福祉施設やホームヘルパーの充実 

「とても重要である」が 47.4％と最も高く、次いで「重要である」が 38.8％、「あまり重要でない」が 10.0％と

なっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「とても重要である」が 7.3 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、女性の 30 歳代、男性の 60 歳代以下では『重要でない』（「あまり重要でない」「重

要でない」の合計）が１割以上と他の性年代と比較して高くなっています。 

 

 

 

 

 

  

47.4 

50.6 

43.3 

58.9 

45.5 

53.3 

55.0 

46.4 

49.4 

42.5 

56.9 

38.1 

52.5 

43.1 

31.1 

38.8 

38.1 

39.7 

32.1 

36.6 

38.0 

35.0 

43.0 

38.8 

35.0 

27.7 

44.0 

35.0 

40.5 

48.9 

10.0 

8.3 

12.2 

3.6 

14.9 

5.1 

8.0 

9.9 

5.9 

22.5 

10.8 

16.7 

11.3 

11.2 

6.7 

0.5 

0.3 

0.8 

1.8 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.1 

0.0 

0.0 

1.7 

0.0 

3.2 

2.7 

4.0 

3.6 

3.0 

2.9 

2.0 

0.7 

5.9 

0.0 

1.5 

1.2 

1.3 

3.4 

13.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

とても重要である 重要である あまり重要でない

まったく重要でない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体
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⑥労働時間の短縮、フレックスタイム制度の導入 

「とても重要である」が 49.3％と最も高く、次いで「重要である」が 41.7％、「あまり重要でない」が 5.9％とな

っています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「とても重要である」が 9.6 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、女性の 50 歳代、男女の 60 歳以上で「重要である」が最も高く、それ以外では「とて

も重要」が最も高くなっています。年齢が下がるにしたがって「とても重要である」の割合が概ね高くなり、重要

度の認識が高くなる傾向が伺えます。 

 

 

 

 

 

  

49.3 

53.5 

43.9 

73.2 

68.3 

63.5 

42.0 

43.0 

38.8 

52.5 

60.0 

47.6 

48.8 

39.7 

26.7 

41.7 

40.8 

42.9 

21.4 

29.7 

35.0 

49.0 

51.0 

48.2 

42.5 

30.8 

35.7 

37.5 

50.9 

52.2 

5.9 

3.3 

9.2 

1.8 

1.0 

1.5 

6.0 

4.6 

4.7 

5.0 

6.2 

16.7 

11.3 

6.0 

8.9 

0.2 

0.0 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.5 

0.0 

1.3 

0.0 

0.0 

2.9 

2.4 

3.6 

3.6 

1.0 

0.0 

3.0 

1.3 

8.2 

0.0 

1.5 

0.0 

1.3 

3.4 

12.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

とても重要である 重要である あまり重要でない

まったく重要でない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体
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⑦企業経営者や職場の理解 

「とても重要である」が 67.1％と最も高く、次いで「重要である」が 29.3％、「あまり重要でない」が 1.3％とな

っています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「とても重要である」が 7.1 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「とても重要である」が最も高くなっています。特に女

性の 18～29 歳と 30～40 歳代、男性の 30 歳代では「とても重要である」が８割を超えています。 

 

 

 

 

 

  

67.1 

70.3 

63.2 

80.4 

85.1 

80.3 

68.0 

57.6 

55.3 

70.0 

80.0 

64.3 

62.5 

62.9 

48.9 

29.3 

27.0 

32.1 

17.9 

12.9 

18.2 

29.0 

41.1 

36.5 

27.5 

16.9 

34.5 

33.8 

31.0 

42.2 

1.3 

0.8 

1.7 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

0.7 

3.5 

2.5 

1.5 

1.2 

1.3 

3.4 

0.0 

0.1 

0.0 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

0.0 

0.0 

2.3 

1.9 

2.7 

1.8 

2.0 

0.7 

3.0 

0.7 

4.7 

0.0 

1.5 

0.0 

1.3 

2.6 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

とても重要である 重要である あまり重要でない

まったく重要でない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体
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⑧育児・介護休業などの休暇制度の充実 

「とても重要である」が 61.6％と最も高く、次いで「重要である」が 33.8％、「あまり重要でない」が 2.1％とな

っています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「とても重要である」が 12.7 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、女性の 18～29 歳、30～40 歳代と男性の 18～29 歳で「とても重要である」が７割

を超え特に高くなっています。 

 

 

 

 

 

  

61.6 

67.3 

54.6 

76.8 

78.2 

74.5 

61.0 

60.9 

55.3 

70.0 

63.1 

56.0 

58.8 

46.6 

46.7 

33.8 

29.8 

38.4 

17.9 

19.8 

24.1 

35.0 

37.1 

40.0 

30.0 

29.2 

38.1 

36.3 

47.4 

40.0 

2.1 

1.0 

3.6 

0.0 

1.0 

0.7 

1.0 

1.3 

1.2 

0.0 

4.6 

6.0 

3.8 

2.6 

3.3 

0.2 

0.2 

0.2 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.3 

1.7 

3.2 

5.4 

1.0 

0.0 

3.0 

0.7 

3.5 

0.0 

1.5 

0.0 

1.3 

3.4 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

とても重要である 重要である あまり重要でない

まったく重要でない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体
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⑨昇進・昇給などの職場での平等の確保 

「とても重要である」が 46.7％と最も高く、次いで「重要である」が 39.5％、「あまり重要でない」が 10.3％と

なっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「とても重要である」が 5.7 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、女性の 18～29 歳、30～40 歳代と男性の 18～29 歳、30 歳代では「とても重要で

ある」の割合が５割を超えて高くなっています。 

 

 

 

 

 

  

46.7 

49.2 

43.5 

64.3 

58.4 

56.2 

45.0 

36.4 

44.7 

55.0 

56.9 

44.0 

35.0 

40.5 

40.0 

39.5 

40.2 

38.9 

28.6 

32.7 

32.1 

40.0 

54.3 

44.7 

22.5 

32.3 

35.7 

45.0 

42.2 

43.3 

10.3 

7.8 

13.2 

1.8 

7.9 

10.2 

11.0 

6.6 

5.9 

20.0 

6.2 

19.0 

17.5 

12.9 

6.7 

1.0 

0.6 

1.5 

0.0 

0.0 

1.5 

0.0 

1.3 

0.0 

2.5 

3.1 

1.2 

1.3 

1.7 

0.0 

2.5 

2.2 

2.9 

5.4 

1.0 

0.0 

4.0 

1.3 

4.7 

0.0 

1.5 

0.0 

1.3 

2.6 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

とても重要である 重要である あまり重要でない

まったく重要でない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体
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問 14 あなたは、管理職に昇進することについてどのようなイメージを持っていますか。 

（複数回答） 

「責任が重くなる」が 78.4％と最も高く、次いで「賃金が上がる」が 53.5％、「やるべき仕事が増える」が

51.6％となっています。 

前回調査と比較すると、「自分自身で決められる事柄が多くなる」が 6.3 ポイント減少しています。 

性別にみると、女性では男性と比較して「仕事と家庭の両立が困難になる」が 18.1 ポイント高く、男性では

女性と比較して「自分自身で決められる事柄が多くなる」が 15.9 ポイント、「家族から評価される」が 6.8 ポイ

ント、それぞれ高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今回調査「特にイメージはない」は、前回調査では「特にない」 

  

や

り

が

い

の

あ

る

仕

事

が

で

き

る

賃

金

が

上

が

る

能

力

が

認

め

ら

れ

た

結

果

で

あ

る

家

族

か

ら

評

価

さ

れ

る

自

分

自

身

で

決

め

ら

れ

る

事

柄

が

多

く

な

る

や

る

べ

き

仕

事

が

増

え

る

責

任

が

重

く

な

る

や

っ

か

み

が

出

て

足

を

引

っ

張

ら

れ

る

仕

事

と

家

庭

の

両

立

が

困

難

に

な

る そ

の

他

特

に

イ

メ

ー

ジ

は

な

い

わ

か

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

    30.1     53.5     47.3     11.9     23.2     51.6   78.4  78.4  78.4  78.4      7.8     31.1      2.3      2.6      3.2      1.9

前

回

 前回（n=1,258）     32.4     59.2     49.3     13.4     29.5     52.3   80.5  80.5  80.5  80.5      7.3     28.4      1.0      2.1      2.7      4.8

 女性（n=630）     28.6     52.7     50.0      9.0     16.2     51.3   79.4  79.4  79.4  79.4      7.9     38.7      2.2      2.9      3.0      1.7

 男性（n=476）     31.9     54.2     43.9     15.8     32.1     51.7   77.1  77.1  77.1  77.1      7.8     20.6      2.1      2.3      3.4      2.1

性

別

 全体（n=1,111）

単位：％
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問 15 あなたは、政治・経済・地域などの領域で女性のリーダーを増やすときに障害となるものは

何だと思いますか。（複数回答） 

「家事・育児・介護などにおける配偶者・パートナーや家族の支援が十分ではないこと」が 53.1％と最も高く、

次いで「育児・介護の支援などの公的サービスが十分ではないこと」が 43.5％、「長時間労働の改善が十分

ではないこと」が 41.7％となっています。 

前回調査と比較すると、「育児・介護の支援などの公的サービスが十分ではないこと」が 10.1 ポイント減少

しています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「上司・同僚・部下となる男性や顧客が女性のリーダーを希望しない

こと」が 19.4 ポイント高くなっています。そのほかにも、女性では「企業などにおいて、周囲の人のサポートが期

待できないこと」「家事・育児・介護などにおける配偶者・パートナーや家族の支援が十分ではないこと」「育

児・介護の支援などの公的サービスが十分ではないこと」が 10.0 ポイント以上高くなっています。一方、男性

では「女性自身がリーダーになることを希望しないこと」が 11.2 ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「企業などにおいて、周囲の人のサポートが期待できないこと」は今回調査のみの選択肢 

※今回調査「家事・育児・介護などにおける配偶者・パートナーや家族の支援が十分ではないこと」は、前回調査では「家

事・育児・介護などにおける夫や家族の支援が十分ではないこと」 

※今回調査「障害となるものはない」は、前回調査では「特にない」 
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ポ
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事

・
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支
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護

の
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援
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ど
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公

的
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ー
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が

十

分

で

は

な

い

こ

と

そ

の

他

障

害

と

な

る

も

の

は

な

い

わ

か

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

    21.9     27.0     35.0     41.7     22.8     20.8   53.1  53.1  53.1  53.1     43.5      1.6      2.6      7.1      1.9

前

回

 前回（n=1,258）     20.9     22.7     31.9     38.2     27.2 -   55.6  55.6  55.6  55.6     53.6      2.6      3.1      6.1      4.2

 女性（n=630）     21.0     22.2     43.3     45.4     24.6     25.1   58.1  58.1  58.1  58.1     48.9      1.0      0.8      7.1      1.4

 男性（n=476）     23.1     33.4     23.9     36.8     20.2     14.9   46.4  46.4  46.4  46.4     36.6      2.3      4.8      7.1      2.3

性

別

 全体（n=1,111）

単位：％
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問 16 新型コロナウイルス感染症の影響で、就労・勤務形態に変化はありましたか。（複数回答） 

「特にない」が 41.9％と最も高く、次いで「在宅で仕事をするようになった」が 21.2％、「収入が減った」が

12.8％となっています。 

性別にみると、男性は女性と比較して「在宅で仕事をするようになった」が 10.3 ポイント、「時差出勤になっ

た」が 8.6 ポイント、それぞれ高くなっています。 

性／年齢別にみると、男性の 30 歳代、50 歳代では「在宅で仕事をするようになった」が最も高くなってい

ます。女性はすべての年代で「特にない」が最も多くなっていますが、30～59 歳では「在宅で仕事をするよう

になった」が２割台と高くなっています。 

 

 

 

 

 

  

退

職

や

休

業

な

ど

雇

用

形

態

で

変

化

が

あ

っ

た

在

宅

で

仕

事

を

す

る

よ

う

に

な

っ

た 時

差

出

勤

に

な

っ

た

仕

事

量

が

減

っ

た

仕

事

量

が

増

え

た

収

入

が

減

っ

た

収

入

が

増

え

た

会

社

の

都

合

で

仕

事

を

休

む

こ

と

が

あ

っ

た

短

時

間

勤

務

に

な

っ

た

自

己

都

合

で

仕

事

を

辞

め

た

会

社

都

合

で

仕

事

を

辞

め

た

(

雇

い

止

め

、

派

遣

切

り

を

含

む

)

そ

の

他

特

に

な

い

不

明

・

無

回

答

     6.2     21.2      7.7      9.1     11.0     12.8      1.2      6.8      3.8      2.0      1.0      4.4   41.9  41.9  41.9  41.9      6.3

 女性（n=630）      6.2     16.8      4.0      7.6     11.7     12.9      0.6      8.7      4.0      2.1      1.6      4.6   44.3  44.3  44.3  44.3      7.1

 男性（n=476）      6.3     27.1     12.6     10.9     10.1     12.6      1.9      4.2      3.6      1.9      0.2      4.2   38.7  38.7  38.7  38.7      5.3

 女性18～29歳（n=56）      5.4     17.9      1.8      5.4     12.5      8.9       0.0      3.6      3.6      1.8       0.0      8.9   48.2  48.2  48.2  48.2      1.8

 女性30～39歳（n=101）      7.9     23.8      6.9      8.9     18.8     16.8      3.0      9.9      4.0      4.0      1.0      4.0   36.6  36.6  36.6  36.6       0.0

 女性40～49歳（n=137）      3.6     21.2      1.5     10.9     12.4     12.4       0.0     11.7      5.1      0.7      0.7      5.8   40.9  40.9  40.9  40.9      2.2

 女性50～59歳（n=100）     10.0     25.0      7.0     11.0     15.0     14.0       0.0     14.0      5.0      4.0      2.0      2.0   41.0  41.0  41.0  41.0      5.0

 女性60～69歳（n=151）      5.3      8.6      5.3      6.0      9.3     14.6      0.7      7.9      4.0      1.3      2.6      0.7   55.6  55.6  55.6  55.6      7.9

 女性70歳以上（n=85）      5.9      5.9       0.0      1.2      2.4      7.1       0.0      1.2      1.2      1.2      2.4     10.6   40.0  40.0  40.0  40.0     28.2

 男性18～29歳（n=40）      5.0     15.0     15.0     10.0     15.0     12.5      7.5       0.0      5.0      5.0       0.0      2.5   45.0  45.0  45.0  45.0      2.5

 男性30～39歳（n=65）      4.6   46.2  46.2  46.2  46.2     23.1     13.8     16.9     16.9      4.6      1.5       0.0       0.0       0.0       0.0     29.2      1.5

 男性40～49歳（n=84）      8.3     31.0     16.7      7.1     10.7     15.5       0.0      4.8      3.6      3.6       0.0       0.0   38.1  38.1  38.1  38.1      1.2

 男性50～59歳（n=80）      7.5   31.3  31.3  31.3  31.3      6.3     11.3     16.3     13.8      1.3      8.8      6.3      2.5      1.3      5.0     30.0      2.5

 男性60～69歳（n=116）      7.8     30.2     14.7     10.3      6.0     10.3      0.9      4.3      1.7      1.7       0.0      6.0   37.1  37.1  37.1  37.1      5.2

 男性70歳以上（n=90）      3.3      7.8      2.2     13.3      2.2      8.9      1.1      3.3      4.4       0.0       0.0      8.9   53.3  53.3  53.3  53.3     15.6

女

性

／

年

齢

別

男

性

／

年

齢

別

性

別

単位：％

 全体（n=1,111）
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４ 人権に関することについて 
問 17 あなたは以下のハラスメントを受けたことがありますか。（複数回答） 

「ハラスメントを受けたことはない」が 56.3％と最も高く、次いで「パワー・ハラスメント」が 32.0％、「セクシュ

アル・ハラスメント」が 12.0％となっています。 

性別にみると、女性では「セクシュアル・ハラスメント」が男性と比較して 16.7 ポイント高く、男性では「ハラス

メントを受けたことはない」が女性と比較して 7.2 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、女性の 40 歳代では「パワー・ハラスメント」が最も高くなっており、女性の 30～50 歳

代、男性の 30～60 歳代では３割を超えています。また、男性の 18～29 歳で「セクシュアル・ハラスメント」、

女性の 30 歳代で「マタニティ・ハラスメント」がそれぞれ１割と他の性年代と比較して高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●マタニティ・ハラスメント（マタハラ） 

働く女性が妊娠・出産をきっかけに職場で嫌がらせを受けることや、妊娠・出産などを理由とした解雇、

自主退職の強要などの不当な扱いを意味することば。 

●パタニティ・ハラスメント（パタハラ） 

配偶者等の妊娠・出産をきっかけに職場で嫌がらせを受けることや、育児休業・育児短時間勤務の取得を

妨げられる、育児参加を否定するような言動を受ける、降格させられるなどの、不当な扱いを意味するこ

とば。 

●ＳＯＧＩハラ 

性的指向（自分の恋愛の感情がどの性別に向くか、向かないか）や性自認（自分の性別をどのように認識

しているか）に関する侮蔑的な言動のこと。  

セ

ク

シ

ュ

ア

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

パ

ワ

ー

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

マ

タ

ニ

テ
ィ

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

パ

タ

ニ

テ

ィ

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

性

的

指

向

や

性

自

認

に

関

す

る

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

（

Ｓ

Ｏ

Ｇ

Ｉ

ハ

ラ

）

そ

の

他

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

を

受

け

た

こ

と

は

な

い

不

明

・

無

回

答

    12.0     32.0      3.1      0.4      0.5      1.6   56.3  56.3  56.3  56.3      4.4

 女性（n=630）     19.0     30.5      5.2      0.6      0.5      1.6   53.3  53.3  53.3  53.3      4.8

 男性（n=476）      2.3     33.8      0.2       0.0      0.2      1.7   60.5  60.5  60.5  60.5      4.0

 女性18～29歳（n=56）     12.5     17.9      3.6       0.0       0.0       0.0   73.2  73.2  73.2  73.2      1.8

 女性30～39歳（n=101）     29.7     31.7     13.9      2.0       0.0      2.0   48.5  48.5  48.5  48.5       0.0

 女性40～49歳（n=137）     26.3   45.3  45.3  45.3  45.3      8.8      0.7      0.7      0.7     38.7      2.2

 女性50～59歳（n=100）     14.0     31.0      1.0       0.0       0.0      3.0   54.0  54.0  54.0  54.0      5.0

 女性60～69歳（n=151）     15.2     27.2      0.7      0.7      1.3      0.7   60.9  60.9  60.9  60.9      6.6

 女性70歳以上（n=85）     11.8     18.8      3.5       0.0       0.0      3.5   55.3  55.3  55.3  55.3     12.9

 男性18～29歳（n=40）     10.0     25.0       0.0       0.0      2.5       0.0   72.5  72.5  72.5  72.5       0.0

 男性30～39歳（n=65）      3.1     33.8       0.0       0.0       0.0      1.5   61.5  61.5  61.5  61.5      3.1

 男性40～49歳（n=84）       0.0     38.1       0.0       0.0       0.0      1.2   54.8  54.8  54.8  54.8      6.0

 男性50～59歳（n=80）      2.5     42.5       0.0       0.0       0.0      2.5   53.8  53.8  53.8  53.8      1.3

 男性60～69歳（n=116）      0.9     34.5       0.0       0.0       0.0      1.7   61.2  61.2  61.2  61.2      3.4

 男性70歳以上（n=90）      2.2     24.4      1.1       0.0       0.0      2.2   65.6  65.6  65.6  65.6      7.8

女

性

／

年

齢

別

男

性

／

年

齢

別

性

別

単位：％

 全体（n=1,111）
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※問 17で「ハラスメントを受けたことがある」を回答した方にうかがいます。 

問 17-１ ハラスメントを受けた時どのように対処されましたか、またはしていますか。 

（複数回答） 

「何もしなかった」が 39.6％と最も高く、次いで「友人に相談した」が 23.1％、「家族に相談した」が 22.2％と

なっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「友人に相談した」が 14.3 ポイント、「家族に相談した」が 13.2 ポイン

ト、それぞれ高くなっています。一方、男性では「何もしなかった」が女性と比較して 12.8 ポイント高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家

族

に

相

談

し

た

友

人

に

相

談

し

た

上

司

に

相

談

し

た

本

人

に

直

接

抗

議

し

た

公

的

機

関

な

ど

に

相

談

し

た

そ

の

他

何

も

し

な

か

っ

た

不

明

・

無

回

答

    22.2     23.1     19.0     13.7      2.5      5.3   39.6  39.6  39.6  39.6      2.3

 女性（n=264）     27.3     28.4     19.7     12.5      2.3      6.1   34.8  34.8  34.8  34.8      1.5

 男性（n=170）     14.1     14.1     17.6     15.9      2.4      4.1   47.6  47.6  47.6  47.6      2.9

単位：％

 全体（n=437）

性

別

※本報告書内では、問 17 において「セクシュアル・ハラスメント」「パワー・ハラスメント」「マタニティ・ハラスメント」

「パタニティ・ハラスメント」「性的指向や性自認に関するハラスメント（ＳＯＧＩハラ）」「その他」を選んだ方につい

て、まとめて「ハラスメントを受けたことがある」を回答した方と示します。 
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※すべての方にうかがいます。 

問 18 次のようなことが配偶者・パートナー（事実婚や別居中を含む）や恋人同士の間で行われた

場合、それを暴力であると思いますか。（①～⑭それぞれ単数回答） 

①平手で打つ、なぐる、足で蹴る 

「どんな場合でも暴力にあたる」が89.5％と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」が7.7％、

「暴力にあたるとは思わない」が 0.7％となっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「どんな場合でも暴力にあたる」が最も高く、８割以

上となっています。一方、女性の 18～29 歳、男性の 70 歳以上では「どんな場合でも暴力にあたる」が他の

性年代と比較して低くなっています。 

 

 

 

 

 

  

89.5 

91.1 

87.2 

80.4 

91.1 

94.2 

92.0 

94.0 

87.1 

87.5 

86.2 

91.7 

87.5 

88.8 

81.1 

7.7 

6.5 

9.5 

12.5 

7.9 

5.8 

7.0 

4.0 

5.9 

10.0 

13.8 

7.1 

7.5 

9.5 

10.0 

0.7 

0.6 

0.8 

5.4 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.5 

0.0 

1.2 

1.3 

0.9 

0.0 

2.1 

1.7 

2.5 

1.8 

0.0 

0.0 

1.0 

2.0 

7.1 

0.0 

0.0 

0.0 

3.8 

0.9 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

どんな場合でも暴力にあたる 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性
／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体
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②なぐるふりや刃物でおどす 

「どんな場合でも暴力にあたる」が90.3％と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」が6.6％、

「暴力にあたるとは思わない」が 0.8％となっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「どんな場合でも暴力にあたる」が最も高く、８割以

上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

90.3 

91.6 

88.9 

91.1 

95.0 

94.2 

90.0 

92.1 

84.7 

87.5 

95.4 

86.9 

90.0 

90.5 

83.3 

6.6 

5.7 

7.4 

1.8 

4.0 

5.1 

8.0 

5.3 

9.4 

10.0 

4.6 

10.7 

5.0 

7.8 

6.7 

0.8 

0.6 

1.1 

5.4 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.5 

0.0 

2.4 

1.3 

0.9 

0.0 

2.3 

2.1 

2.7 

1.8 

0.0 

0.7 

2.0 

2.6 

5.9 

0.0 

0.0 

0.0 

3.8 

0.9 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

どんな場合でも暴力にあたる 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体
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③嫌がっているのに性的な行為を強要する 

「どんな場合でも暴力にあたる」が86.9％と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」が9.8％、

「暴力にあたるとは思わない」が 0.9％となっています。 

性別にみると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「どんな場合でも暴力にあたる」が最も高く、７割以

上となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

86.9 

87.0 

86.8 

85.7 

90.1 

90.5 

94.0 

83.4 

76.5 

92.5 

92.3 

88.1 

87.5 

87.1 

77.8 

9.8 

9.8 

9.7 

7.1 

8.9 

8.8 

5.0 

13.9 

12.9 

5.0 

7.7 

10.7 

7.5 

11.2 

12.2 

0.9 

1.0 

0.8 

5.4 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.4 

2.5 

0.0 

1.2 

1.3 

0.9 

0.0 

2.4 

2.2 

2.7 

1.8 

0.0 

0.7 

1.0 

2.6 

8.2 

0.0 

0.0 

0.0 

3.8 

0.9 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

どんな場合でも暴力にあたる 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性
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年
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別
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齢
別
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齢
別

年
齢
別
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男
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男
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男
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別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体



48 

④大声でどなる 

「どんな場合でも暴力にあたる」が 48.7％と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」が

46.1％、「暴力にあたるとは思わない」が 3.2％となっています。 

性別にみると、女性では「どんな場合でも暴力にあたる」、男性では「暴力の場合とそうでない場合がある」

が最も高くなっています。男性は女性と比較して「どんな場合でも暴力にあたる」が 12.7 ポイント低くなってい

ます。 

性／年齢別にみると、女性の 18～29 歳、40 歳以上では「どんな場合でも暴力にあたる」、女性の 30 歳

代、男性のすべての年齢区分では「暴力の場合とそうでない場合がある」が最も高くなっています。 
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46.4 

42.6 
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1.6 
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0.0 
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2.0 
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0.0 

0.0 
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全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

どんな場合でも暴力にあたる 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 不明・無回答
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別

全
体

全
体

全
体

全
体
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⑤職場に行くことを妨害したり、外出先を制限する 

「どんな場合でも暴力にあたる」が 72.7％と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」が

22.1％、「暴力にあたるとは思わない」が 2.6％となっています。 

性別にみると、男女ともに「どんな場合でも暴力にあたる」が最も高くなっていますが、男性は女性と比較し

て「どんな場合でも暴力にあたる」が 6.3 ポイント低くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「どんな場合でも暴力にあたる」が最も高く、５割以

上となっています。一方、男性の 18～29 歳では「暴力の場合とそうでない場合がある」が４割と高くなってい

ます。 
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16.7 
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0.0 
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2.6 

4.4 

2.5 
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0.0 
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男性（n=476）
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18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

どんな場合でも暴力にあたる 暴力の場合とそうでない場合がある
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体
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⑥「誰のおかげで生活できるんだ」や、「かいしょうなし」と言う 

「どんな場合でも暴力にあたる」が 74.5％と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」が

19.9％、「暴力にあたるとは思わない」が 3.4％となっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「どんな場合でも暴力にあたる」が 11.3 ポイント高く、男性は女性と比

較して「暴力の場合とそうでない場合がある」が 6.7 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「どんな場合でも暴力にあたる」が最も高く、５割以

上となっています。一方、男性の 18～29 歳では「暴力の場合とそうでない場合がある」が３割台と高くなって

います。 
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68.1 

80.4 

77.2 

79.6 

81.0 

78.8 
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76.9 

69.0 

66.3 

66.4 

71.1 

19.9 

17.0 

23.7 

12.5 

18.8 

17.5 

18.0 

18.5 

12.9 

37.5 

20.0 

25.0 

26.3 

25.9 

14.4 

3.4 
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0.0 
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1.6 
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0.7 

1.0 

2.0 
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0.0 

0.0 

0.0 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

どんな場合でも暴力にあたる 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 不明・無回答
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体
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体

全
体
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体
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⑦子どもの前で暴力をふるう 

「どんな場合でも暴力にあたる」が93.9％と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」が3.2％、

「暴力にあたるとは思わない」が 0.7％となっています。 

性別にみると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「どんな場合でも暴力にあたる」が最も高く、８割以

上となっています。 
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全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）
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18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

どんな場合でも暴力にあたる 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 不明・無回答
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体
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⑧子どもを危険な目に遭わせる 

「どんな場合でも暴力にあたる」が92.3％と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」が4.6％、

「暴力にあたるとは思わない」が 0.8％となっています。 

性別にみると、男女ともに「どんな場合でも暴力にあたる」が最も高くなっていますが、男性は女性と比較し

て「どんな場合でも暴力にあたる」が 6.0 ポイント低くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「どんな場合でも暴力にあたる」が最も高く、８割以

上となっています。 
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全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

どんな場合でも暴力にあたる 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 不明・無回答
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⑨交友関係や行き先、電話・メール・ＳＮＳなどを細かく監視する 

「どんな場合でも暴力にあたる」が 62.6％と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」が

30.2％、「暴力にあたるとは思わない」が 4.7％となっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「どんな場合でも暴力にあたる」が 12.6 ポイント高く、男性は女性と比

較して「暴力の場合とそうでない場合がある」が 9.8 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、女性は年齢が高くなるにつれて「どんな場合でも暴力にあたる」が高くなる傾向にあり

ます。男性の 18～29 歳では「どんな場合でも暴力にあたる」が３割台と他の性年代と比較して低くなっていま

す。 
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55.5 
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71.0 

72.8 

74.1 

37.5 

60.0 

48.8 

57.5 

58.6 

60.0 

30.2 

25.9 
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全体（n=1,111）
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男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

どんな場合でも暴力にあたる 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 不明・無回答
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⑩家計に必要な生活費を渡さない 

「どんな場合でも暴力にあたる」が 74.0％と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」が

19.3％、「暴力にあたるとは思わない」が 4.5％となっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「どんな場合でも暴力にあたる」が 13.1 ポイント高く、男性は女性と比

較して「暴力の場合とそうでない場合がある」が 9.5 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「どんな場合でも暴力にあたる」が最も高くなってい

ますが、女性が７割以上であるのに対し、男性の 18～29 歳では４割台後半、それ以外の年齢区分では５～

７割台と女性と比較して低くなっています。 
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30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

どんな場合でも暴力にあたる 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体
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⑪家族や友人との関わりを持たせない 

「どんな場合でも暴力にあたる」が 72.2％と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」が

21.2％、「暴力にあたるとは思わない」が 4.1％となっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「どんな場合でも暴力にあたる」が 11.8 ポイント高く、男性は女性と比

較して「暴力の場合とそうでない場合がある」が 9.5 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「どんな場合でも暴力にあたる」が最も高く、６～８割

台となっています。また、男性の 40～60 歳代では「暴力の場合とそうでない場合がある」が３割前後と高くな

っています。 
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80.4 
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76.0 
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65.0 
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4.0 
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2.0 
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3.5 

12.5 

3.1 

6.0 

3.8 

2.6 

5.6 

2.5 

2.1 
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1.0 
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1.0 

2.0 
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0.0 

3.8 

2.6 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）
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30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

どんな場合でも暴力にあたる 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 不明・無回答
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別

全
体

全
体

全
体

全
体
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⑫他の異性との会話をさせない 

「どんな場合でも暴力にあたる」が 66.3％と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」が

25.4％、「暴力にあたるとは思わない」が 5.9％となっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「どんな場合でも暴力にあたる」が 7.5 ポイント高く、男性は女性と比

較して「暴力の場合とそうでない場合がある」が 5.5 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「どんな場合でも暴力にあたる」が最も高く、５～７割

台となっています。また、男性の 40 歳代では「暴力の場合とそうでない場合がある」が４割台と高くなっていま

す。 
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69.7 

62.2 

75.0 

67.3 

72.3 

69.0 

71.5 

62.4 

55.0 
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52.4 
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63.3 
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22.9 

28.4 

12.5 

26.7 

22.6 

26.0 

21.9 

23.5 

35.0 

18.5 

41.7 

30.0 

27.6 

20.0 
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10.7 
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4.4 

4.0 
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7.1 

10.0 

7.7 

6.0 

7.5 

4.3 
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2.4 
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7.1 
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0.0 

0.0 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

どんな場合でも暴力にあたる 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 不明・無回答
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全
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全
体

全
体

全
体
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⑬何を言っても長時間無視し続ける 

「どんな場合でも暴力にあたる」が 66.1％と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」が

27.6％、「暴力にあたるとは思わない」が 4.1％となっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「どんな場合でも暴力にあたる」が 5.8 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「どんな場合でも暴力にあたる」が最も高くなってい

ます。一方、男性の 50～60 歳代では「どんな場合でも暴力にあたる」が５割台と他の性年代と比較して低く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

66.1 

68.6 

62.8 

75.0 

70.3 

67.2 

71.0 

64.9 

68.2 

67.5 

67.7 

61.9 

58.8 

59.5 

65.6 

27.6 

25.7 

30.0 

17.9 

22.8 

28.5 

26.0 

30.5 

21.2 

22.5 

29.2 

34.5 

32.5 

35.3 

21.1 
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2.0 

2.6 

5.9 

10.0 

3.1 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

どんな場合でも暴力にあたる 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 不明・無回答
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齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体
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⑭大切にしているものを勝手に壊す、処分する 

「どんな場合でも暴力にあたる」が 78.4％と最も高く、次いで「暴力の場合とそうでない場合がある」が

17.6％、「暴力にあたるとは思わない」が 1.9％となっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「どんな場合でも暴力にあたる」が 5.6 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「どんな場合でも暴力にあたる」が最も高く、７～８割

台となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

78.4 

80.8 

75.2 

87.5 

74.3 

82.5 

84.0 

80.1 

78.8 

70.0 

83.1 

76.2 

71.3 

77.6 

71.1 

17.6 

16.2 

19.3 

5.4 

24.8 

16.8 

14.0 

15.9 

15.3 

22.5 

15.4 

20.2 

22.5 

19.0 

17.8 

1.9 

1.3 

2.7 

5.4 

1.0 

0.7 

1.0 

1.3 

0.0 

7.5 

1.5 

3.6 

3.8 

1.7 

1.1 

2.2 

1.7 

2.7 

1.8 
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0.0 

1.0 

2.6 
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0.0 

0.0 

0.0 
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1.7 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

どんな場合でも暴力にあたる 暴力の場合とそうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 不明・無回答
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全
体

全
体

全
体

全
体
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問 19 あなたは、これまでに配偶者・パートナー（事実婚や別居中を含む）や恋人など親密な関係

にあるパートナーから、次のようなことをされたことがありますか。 

（①～⑭それぞれ単数回答） 

①平手で打つ、なぐる、足で蹴る 

「ない」が 85.4％と最も高く、次いで「ある」が 7.3％、「何回かある」が 4.9％となっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して『経験がある』（「ある」と「何回かある」の計）が 8.0 ポイント高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②なぐるふりや刃物でおどす 

「ない」が 90.5％と最も高く、次いで「何回かある」が 3.3％、「ある」が 3.1％となっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性別にみても、大きな傾向の差はありません。 
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6.6 

10.0 

3.6 

4.9 

6.0 

5.6 

4.0 

85.4 

84.8 

82.7 

89.1 

2.4 

2.6 

1.7 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

前回（n=1,258）

女性（n=630）

男性（n=476）

ある 何回かある ない 不明・無回答
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回
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回
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回
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全体（n=1,111）

前回（n=1,258）

女性（n=630）

男性（n=476）
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体

全
体

全
体

全
体

前
回

前
回

前
回

前
回
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③嫌がっているのに性的な行為を強要する 

「ない」が 87.3％と最も高く、次いで「何回かある」が 6.3％、「ある」が 3.4％となっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して『経験がある』が 13.1 ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④大声でどなる 

「ない」が 62.6％と最も高く、次いで「何回かある」が 22.0％、「ある」が 12.4％となっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して『経験がある』が 7.7 ポイント高くなっています。 
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87.3 
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ある 何回かある ない 不明・無回答
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回

前
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回
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回
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⑤職場に行くことを妨害したり、外出先を制限する 

「ない」が 90.8％と最も高く、次いで「何回かある」が 3.3％、「ある」が 2.5％となっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性別にみても、大きな傾向の差はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥「誰のおかげで生活できるんだ」や、「かいしょうなし」と言う 

「ない」が 87.2％と最も高く、次いで「何回かある」が 6.0％、「ある」が 3.7％となっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して『経験がある』が 8.1 ポイント高くなっています。 
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⑦子どもの前で暴力をふるう 

「ない」が 91.7％と最も高く、次いで「何回かある」が 2.6％、「ある」が 2.5％となっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性別にみても、大きな傾向の差はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧子どもを危険な目に遭わせる 

「ない」が 93.4％と最も高く、次いで「ある」が 1.8％、「何回かある」が 1.7％となっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性別にみても、大きな傾向の差はありません。 
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⑨交友関係や行き先、電話・メール・SNSなどを細かく監視する 

「ない」が 88.8％と最も高く、次いで「何回かある」が 5.5％、「ある」が 2.6％となっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性別にみても、大きな傾向の差はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩家計に必要な生活費を渡さない 

「ない」が 91.8％と最も高く、次いで「ある」が 2.9％、「何回かある」が 2.4％となっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して『経験がある』が 5.1 ポイント高くなっています。 
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89.5 

89.0 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

前回（n=1,258）

女性（n=630）

男性（n=476）

ある 何回かある ない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

全
体

全
体

全
体

全
体

前
回

前
回

前
回

前
回

2.9 
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4.4 

0.6 
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3.0 

1.7 

91.8 

92.0 

90.2 

94.1 
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3.0 

2.4 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

前回（n=1,258）

女性（n=630）

男性（n=476）

ある 何回かある ない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

全
体

全
体

全
体

全
体

前
回

前
回

前
回

前
回
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⑪家族や友人との関わりを持たせない 

「ない」が 92.1％と最も高く、次いで「何回かある」が 3.7％、「ある」が 1.4％となっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性別にみても、大きな傾向の差はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫他の異性との会話をさせない 

「ない」が 92.7％と最も高く、次いで「何回かある」が 2.8％、「ある」が 1.4％となっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性別にみても、大きな傾向の差はありません。 
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全
体

全
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体

前
回

前
回

前
回

前
回
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⑬何を言っても長時間無視し続ける 

「ない」が 82.2％と最も高く、次いで「何回かある」が 11.6％、「ある」が 3.3％となっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性別にみても、大きな傾向の差はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭大切にしているものを勝手に壊す、処分する 

「ない」が 89.0％と最も高く、次いで「何回かある」が 4.9％、「ある」が 3.2％となっています。 

性別にみると、大きな傾向の差はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「⑭大切にしているものを勝手に壊す、処分する」は今回調査の新規設問 
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※問 19で「ある」「何回かある」を１つ以上回答した方にうかがいます。 

問 19-１ あなたは、その時誰かに相談しましたか。（単数回答） 

「相談しようとは思わなかった」が 32.3％と最も高く、次いで「相談した」が 6.3％、「相談したかったが、しな

かった」「相談できなかった」が 3.1％となっています。 

※不明・無回答が多いため、比較文は記載しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※問 19-１で「相談した」を回答した方にうかがいます。 

問 19-２ あなたが相談した人（場所）を教えてください。（複数回答） 

「家族・親せき」が 67.7％と最も高く、次いで「友人・知人」が 45.2％、「警察（相談窓口・相談サポートコー

ナー）」「市役所の相談窓口・電話相談など」が 16.1％となっています。 

前回調査と比較すると、「警察（相談窓口・相談サポートコーナー）」「市役所の相談窓口・電話相談など」

がそれぞれ 11.2 ポイント増加し、「友人・知人」が 9.7 ポイント減少しています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「家族・親せき」が 23.9 ポイント、「友人・知人」が 10.3 ポイント高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.3 

17.6 

8.3 

3.8 

3.1 
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相談しようとは思わなかった 相談できなかった

不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

全
体

全
体

全
体

全
体

前
回

前
回

前
回

前
回

家

族

・

親

せ

き

友

人

・

知

人

警

察

（

相

談

窓

口

・

相

談

サ

ポ

ー

ト

コ

ー

ナ

ー
）

市

役

所

の

相

談

窓

口

・

電

話

相

談

な

ど

千

葉

県

女

性

サ

ポ

ー

ト

セ

ン

タ

ー

千

葉

県

男

女

共

同

参

画

セ

ン

タ

ー

女

性

の

人

権

ホ

ッ

ト

ラ

イ

ン

法

務

局

・

人

権

擁

護

委

員

そ

の

他

の

公

的

機

関

弁

護

士

医

師

民

間

の

相

談

機

関

そ

の

他

不

明

・

無

回

答

  67.7  67.7  67.7  67.7     45.2     16.1     16.1      6.5       0.0       0.0       0.0      6.5       0.0      6.5      9.7      6.5      3.2

前

回

 前回（n=102）   65.7  65.7  65.7  65.7     54.9      4.9      4.9      1.0       0.0      1.0       0.0      1.0      1.0      2.9      1.0      2.9      2.9

 女性（n=23）   73.9  73.9  73.9  73.9     47.8     17.4     17.4      8.7       0.0       0.0       0.0      4.3       0.0      8.7      8.7      4.3       0.0

 男性（n=8）   50.0  50.0  50.0  50.0     37.5     12.5     12.5       0.0       0.0       0.0       0.0     12.5       0.0       0.0     12.5     12.5     12.5

性

別

 全体（n=31）

単位：％
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※問 19-１で「相談したかったが、しなかった」「相談しようとは思わなかった」「相談できなかっ

た」を回答した方にうかがいます。 

問 19-３ 相談しなかった・できなかったのはなぜですか。（複数回答） 

「相談するほどでもないと思った」が 49.5％と最も高く、次いで「相談しても無駄だと思った」が 25.5％、「が

まんできると思った」が 22.3％となっています。 

前回調査と比較すると、「相談しても無駄だと思った」が 9.3 ポイント増加し、「相談するほどでもないと思っ

た」が 9.3 ポイント減少しています。 

性別にみると、男性は女性と比較して「相談しても無駄だと思った」が 8.0 ポイント高くなっています。 
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答

     4.8      9.6      5.9     25.5     22.3      5.3   49.5  49.5  49.5  49.5      9.6      2.7     14.4

前

回

 前回（n=408）      2.0      6.4      8.8     16.2     14.7      4.7   58.8  58.8  58.8  58.8     11.0      4.7     10.3

 女性（n=112）      6.3     11.6      6.3     22.3     22.3      5.4   47.3  47.3  47.3  47.3      8.9      3.6     12.5

 男性（n=76）      2.6      6.6      5.3     30.3     22.4      5.3   52.6  52.6  52.6  52.6     10.5      1.3     17.1

性

別

 全体（n=188）

単位：％
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５ 男女平等について 
問 20 あなたは、次の分野で、男女平等が現在どの程度実現していると思いますか。 

（①～⑧それぞれ単数回答） 

①家庭生活 

「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が 32.2％と最も高く、次いで「平等である」が 31.6％、「どち

らかといえば女性の方が優遇されている」が 14.0％となっています。 

性別にみると、女性では「どちらかといえば男性の方が優遇されている」、男性では「平等である」が最も高く

なっています。女性は男性と比較して「平等である」が 13.4 ポイント低くなっています。 

性／年齢別にみると、女性では 50 歳代で「平等である」、それ以外の年齢区分で「どちらかといえば男性

の方が優遇されている」が最も高く、男性ではすべての年齢区分で「平等である」が最も高くなっています。ま

た、男性では、年齢が上がるにつれて『女性優遇』（「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば

女性の方が優遇されている」の計）が低く、『男性優遇』（「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかとい

えば男性の方が優遇されている」の計）が高くなる傾向がうかがえます。 
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31.6 

25.9 

39.3 

30.4 

22.8 

20.4 

34.0 

24.5 

28.2 

32.5 

38.5 

38.1 

45.0 

37.1 

41.1 

32.2 

36.3 

26.9 

32.1 

25.7 

37.2 

30.0 

51.0 

31.8 

20.0 

15.4 

19.0 

28.7 

32.8 

36.7 
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10.8 
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8.9 

9.9 

13.9 

8.0 

10.6 

11.8 

0.0 

4.6 
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1.3 

6.0 

3.3 

9.2 

9.8 

8.4 

14.3 

17.8 

13.1 

7.0 

2.6 

8.2 

15.0 

13.8 

8.3 

7.5 

7.8 

3.3 

3.0 

3.3 
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0.0 

0.0 

0.0 

5.0 

4.0 

11.8 

0.0 

0.0 
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1.3 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

女性の方が非常に優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が非常に優遇されている わからない

不明・無回答

性
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性
別

性
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性
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齢
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齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体
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②学校教育 

「平等である」が 66.2％と最も高く、次いで「わからない」が 14.0％、「どちらかといえば男性の方が優遇され

ている」が 11.0％となっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「わからない」が 5.6 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「平等である」が最も高くなっています。また、男性の

18～29 歳では「どちらかといえば女性の方が優遇されている」が 12.5％、男性の 70 歳以上では「どちらかと

いえば男性の方が優遇されている」が 16.7％と高くなっています。 
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平等である どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が非常に優遇されている わからない
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③地域社会 

「平等である」が 41.1％と最も高く、次いで「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が 27.1％、「わか

らない」が 15.4％となっています。 

性別にみると、男性は女性と比較して「平等である」が 9.3 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「平等である」が最も高くなっています。また、女性は

各年代で男性と比較して『男性優遇』の割合が高くなっています。 
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7.3 

8.2 

0.0 

3.1 

3.6 

2.5 

5.2 

1.1 

15.4 

17.1 

12.8 

19.6 

16.8 

19.7 

18.0 

14.6 

15.3 

15.0 

26.2 

14.3 

11.3 

8.6 

7.8 

3.2 

3.8 

2.3 

1.8 

0.0 

0.0 

4.0 

4.6 

14.1 

0.0 

0.0 

2.4 

0.0 

0.9 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

女性の方が非常に優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が非常に優遇されている わからない

不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性
／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性
／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体
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④職場 

「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が38.9％と最も高く、次いで「平等である」が 30.5％、「男性

の方が非常に優遇されている」が 12.4％となっています。 

性別にみると、男女ともに「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が最も高くなっています。また、女

性は男性と比較して『男性優遇』が 8.9 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、ほぼすべての性年代で『男性優遇』が４割以上と高くなっており、女性は各年代で男

性と比較して割合が高くなっています。一方、男性の 30 歳代では他の性年代と比較して『男性優遇』が

35.4％と低く、『女性優遇』が 23.1％と高くなっています。 
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1.1 
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28.1 

34.0 

32.1 

33.7 

32.8 

34.0 

21.9 

15.3 

32.5 

35.4 

34.5 

31.3 

36.2 

32.2 

38.9 

39.7 

37.8 

35.7 

34.7 

38.7 

44.0 

42.4 

40.0 

45.0 

27.7 

34.5 

41.3 

40.5 

38.9 

12.4 

15.4 

8.4 

17.9 

14.9 

16.8 

6.0 

17.9 

18.8 

5.0 

7.7 

8.3 

6.3 

10.3 

10.0 

7.4 

8.6 

5.7 

10.7 

7.9 

8.0 

7.0 

7.3 

12.9 

10.0 

4.6 

4.8 

6.3 

5.2 

5.6 

3.5 

3.8 

3.2 

0.0 

0.0 

0.7 

4.0 

5.3 

12.9 

0.0 

1.5 

3.6 

0.0 

0.9 

11.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

女性の方が非常に優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が非常に優遇されている わからない

不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性

／／ ／／
年
齢
別
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齢
別
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別

年
齢
別
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別

全
体

全
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全
体

全
体
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⑤法律や制度 

「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が 33.4％と最も高く、次いで「平等である」が 32.5％、「わか

らない」が 13.9％となっています。 

性別にみると、女性では「どちらかといえば男性の方が優遇されている」、男性では「平等である」が最も高く

なっています。女性は男性と比較して『男性優遇』が 23.6 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、女性ではすべての年齢区分で「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が最も

高くなっており、『男性優遇』が４割を超えています。一方、男性ではすべての年齢区分で「平等である」が最

も高く、男性の 18～29 歳、30～40 歳代では『女性優遇』が２割台と高くなっています。 
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22.6 
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19.9 

22.4 

40.0 

33.8 

38.1 

48.8 

53.4 

51.1 

33.4 

41.3 

23.1 

37.5 

37.6 

40.1 

41.0 

51.0 

32.9 

15.0 

16.9 

17.9 

22.5 

29.3 

28.9 

7.9 

10.2 

4.8 

5.4 

12.9 

13.9 

7.0 

7.3 

12.9 

2.5 

6.2 

9.5 

3.8 

4.3 

2.2 

13.9 

16.8 

9.9 

21.4 

16.8 

20.4 

17.0 

12.6 

15.3 

15.0 

13.8 

8.3 

13.8 

7.8 

5.6 

4.2 

5.1 

3.2 
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2.0 

0.0 

5.0 

7.3 

15.3 

0.0 

0.0 

3.6 

1.3 

1.7 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

女性の方が非常に優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が非常に優遇されている わからない

不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
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女
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齢
別
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別
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年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体
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⑥習慣・しきたり 

「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が47.3％と最も高く、次いで「平等である」が 17.4％、「男性

の方が非常に優遇されている」が 16.1％となっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して『男性優遇』が 14.0 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が最

も高くなっています。また、女性のすべての年代、男性の 40 歳以上で『男性優遇』が５割を超えており、特に

女性の 40 歳代、60 歳代では７割台となっています。 
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23.5 

17.9 

12.9 

10.2 

14.0 

9.9 

16.5 

32.5 

24.6 

20.2 

22.5 

20.7 

26.7 

47.3 

48.9 

45.4 

42.9 

46.5 

51.1 

46.0 

55.6 

43.5 

37.5 

30.8 

40.5 

52.5 

56.9 

42.2 

16.1 

20.6 

10.1 

14.3 

22.8 

22.6 

21.0 

21.9 

16.5 

5.0 

13.8 

10.7 

6.3 

8.6 

14.4 

11.5 

11.9 

10.9 

21.4 

15.8 

15.3 

11.0 

5.3 

8.2 

15.0 

16.9 

11.9 

13.8 

8.6 

4.4 

3.5 

4.0 

2.9 

0.0 

1.0 

0.0 

4.0 

5.3 

14.1 

0.0 

1.5 

2.4 

0.0 

1.7 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

女性の方が非常に優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が非常に優遇されている わからない

不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
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別

年
齢
別
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別

全
体

全
体

全
体

全
体
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⑦政治の場 

「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が 37.2％と最も高く、次いで「男性の方が非常に優遇され

ている」が 36.5％、「平等である」が 12.6％となっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して『男性優遇』が 13.6 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、すべての年齢区分で『男性優遇』が６割を超えています。一方、男性では 70 歳以

上を除き年齢が上がるにつれて「平等である」が高くなっており、50～60 歳で２割を超えています。 
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35.0 

33.8 
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37.9 
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36.5 

43.2 

27.7 

37.5 

55.4 

46.0 

40.0 

41.7 

34.1 

40.0 

35.4 

29.8 

16.3 

27.6 

25.6 
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7.8 

16.1 
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13.1 
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5.3 
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全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

女性の方が非常に優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が非常に優遇されている わからない

不明・無回答
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全
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⑧社会全体 

「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が 51.6％と最も高く、次いで「男性の方が非常に優遇され

ている」が 16.2％、「平等である」が 13.9％となっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して『男性優遇』が 17.0 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、すべての年齢区分で男性は女性と比較して「平等である」の割合が高くなっていま

す。 
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70歳以上（n=90）

女性の方が非常に優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば男性の方が優遇されている

男性の方が非常に優遇されている わからない

不明・無回答
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６ 男女平等推進の施策について 
問 21 あなたは、次にあげるような法制度をご存じですか。（①～⑥それぞれ単数回答） 

①育児・介護休業法 

「知っている」が 53.8％と最も高く、次いで「聞いたことはある」が 32.9％、「知らない」が 11.1％となってい

ます。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「知っている」が最も高く、特に女性の 30～40 歳代

と男性の 30 歳代、60 歳代で６割台と高くなっています。 
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7.9 

5.9 

22.5 

7.7 

13.1 

8.8 

7.8 

12.2 

2.3 

2.4 

2.5 

1.9 

0.0 

0.0 

0.0 

3.0 
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10.6 

0.0 

0.0 

1.2 

0.0 

0.9 
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男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

知っている 聞いたことはある 知らない 不明・無回答

性
別

性
別
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別

性
別
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女
性
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性
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別

年
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男
性
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別
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体
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全
体

全
体

前
回

前
回

前
回

前
回
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②男女共同参画社会基本法 

「聞いたことはある」が 38.3％と最も高く、次いで「知っている」が 29.9％、「知らない」が 29.3％となってい

ます。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性別にみると、女性では「聞いたことはある」、男性では「知っている」が最も高くなっています。女性は男性

と比較して「知っている」が 12.9 ポイント低くなっています。 

性／年齢別にみると、女性では年齢が高くなるにつれて「知っている」が低くなる傾向にあり、40～50 歳代

では「知らない」が４割前後と最も高くなっています。また、男性の 18～29 歳、30 歳代、60 歳代では「知って

いる」が４割を超え、最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

29.9 

31.3 

24.3 

37.2 

44.6 

33.7 

24.8 

20.0 

17.2 

16.5 

40.0 

47.7 

34.5 

30.0 

44.8 

27.8 

38.3 

35.0 

40.8 

35.1 

46.4 

34.7 

34.3 

38.0 

45.0 

50.6 

37.5 

27.7 

38.1 

41.3 

29.3 

38.9 

29.3 

30.9 

32.4 

25.4 

8.9 

31.7 

40.9 

39.0 

35.1 

22.4 

22.5 

23.1 

26.2 

28.7 

24.1 

25.6 
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2.5 

2.3 

0.0 

0.0 

0.0 
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女性

50～59歳（n=100）

女性
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女性

70歳以上（n=85）
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18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

知っている 聞いたことはある 知らない 不明・無回答
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体
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回

前
回

前
回
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回
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③女子差別撤廃条約 

「知らない」が 43.2％と最も高く、次いで「聞いたことはある」が 35.2％、「知っている」が 19.2％となってい

ます。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性別にみると、男性では女性と比較して「知っている」が 8.1 ポイント、女性では男性と比較して「知らない」

が 8.1 ポイント、それぞれ高くなっています。 

性／年齢別にみると、女性では 60 歳代まで年齢が上がるにつれて「知らない」が高くなる傾向にあります。

男性では 18～29 歳、30 歳代で「知っている」が３割を超え、他の性年代と比較して高くなっています。 
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40～49歳（n=137）

女性
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女性
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30～39歳（n=65）
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40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）
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60～69歳（n=116）
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70歳以上（n=90）
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④ＤＶ防止法（配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律） 

「知っている」が 51.1％と最も高く、次いで「聞いたことはある」が 37.7％、「知らない」が 8.7％となっていま

す。 

前回調査と比較すると、「知っている」が 6.4 ポイント低くなっています。 

性別にみると、男性は女性と比較して「知っている」が 6.4 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、女性の 18～29 歳では「知っている」が４割以下と他の性年代と比較して低い水準と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

51.1 

57.5 

48.4 

54.8 

39.3 

51.5 

50.4 

49.0 

52.3 

40.0 

47.5 

60.0 

50.0 

52.5 

62.9 

51.1 

37.7 

32.2 

39.4 

35.5 

42.9 

40.6 

40.9 

37.0 

37.1 

40.0 

40.0 

29.2 

36.9 

42.5 

32.8 

33.3 

8.7 
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60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）
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⑤男女雇用機会均等法 

「知っている」が 66.3％と最も高く、次いで「聞いたことはある」が 25.7％、「知らない」が 5.5％となっていま

す。 

前回調査と比較すると、「知っている」が 9.4 ポイント低くなっています。 

性別にみると、男性は女性と比較して「知っている」が 11.3 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「知っている」が最も高く、男性の 60 歳代では８割

台と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

66.3 

75.7 

61.6 

72.9 
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71.5 
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26.3 
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⑥女性活躍推進法 

「聞いたことはある」が 41.5％と最も高く、次いで「知らない」が 35.7％、「知っている」が 20.4％となってい

ます。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性別にみると、男性は女性と比較して「知っている」が 8.7 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、女性の 30 歳代、50～60 歳代では、「知らない」が４割台と最も高くなっています。 
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18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性
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問 22 あなたは、次にあげるような言葉をご存じですか。（①～⑨それぞれ単数回答） 

①ジェンダー（社会的文化的性別） 

「知っている」が 78.2％と最も高く、次いで「聞いたことはある」が 16.0％、「知らない」が 3.7％となっていま

す。 

前回調査と比較すると、「知っている」が 40.1 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「知っている」が最も高く、特に女性の 18～29 歳で

は９割台と高くなっています。 
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男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性
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②性別役割分業意識（男は仕事、女は家庭という考え方） 

「知っている」が 43.7％と最も高く、次いで「聞いたことはある」が 29.1％、「知らない」が 24.9％となってい

ます。 

前回調査と比較すると、「知っている」が 32.5 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「知っている」が最も高く、女性の 18～29 歳では６

割台と高くなっています。 
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35.0 

22.4 

36.7 

24.9 
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25.9 

23.7 

14.3 

32.7 

27.0 
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女
性

女
性

女
性

女
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体

前
回

前
回

前
回

前
回
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③セクシュアル・ハラスメント 

「知っている」が 90.0％と最も高く、次いで「聞いたことはある」が 7.4％、「知らない」が 0.7％となっています。 

前回調査と比較すると、「知っている」が 5.3 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「知っている」が７～９割台と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

90.0 

84.7 

90.2 

89.9 

94.6 

97.0 

93.4 

90.0 

88.1 

77.6 

95.0 

90.8 

91.7 

90.0 

92.2 

82.2 

7.4 

11.5 

6.8 

8.0 

5.4 

2.0 

6.6 

7.0 

9.3 

9.4 

5.0 

7.7 

6.0 

10.0 

5.2 

13.3 

0.7 

1.4 

0.8 

0.6 

0.0 

1.0 

0.0 

0.0 

1.3 

2.4 

0.0 

1.5 

1.2 

0.0 

0.9 

0.0 

1.9 

2.3 

2.2 

1.5 

0.0 

0.0 

0.0 

3.0 

1.3 

10.6 

0.0 

0.0 

1.2 

0.0 

1.7 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

前回（n=1,258）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

知っている 聞いたことはある 知らない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体

前
回

前
回

前
回

前
回
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④マタニティ・ハラスメント 

「知っている」が 85.5％と最も高く、次いで「聞いたことはある」が 9.7％、「知らない」が 2.9％となっています。 

前回調査と比較すると、「知っている」が 8.1 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「知っている」が６～９割台と最も高くなっています。

また、女性の 70 歳以上と男性の 18～29 歳、70 歳以上では「知っている」が６～７割台と他の性年代と比

較して低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

85.5 

77.4 

86.7 

84.2 

92.9 

96.0 

93.4 

86.0 

82.8 

68.2 

75.0 

90.8 

88.1 

88.8 

86.2 

73.3 

9.7 

14.8 

8.9 

10.5 

7.1 

3.0 

5.8 

7.0 

11.9 

18.8 

15.0 

7.7 

3.6 

11.3 

8.6 

18.9 

2.9 

5.4 

2.2 

3.8 

0.0 

1.0 

0.7 

4.0 

3.3 

3.5 

10.0 

1.5 

7.1 

0.0 

3.4 

3.3 

1.9 

2.4 

2.2 

1.5 

0.0 

0.0 

0.0 

3.0 

2.0 

9.4 

0.0 

0.0 

1.2 

0.0 

1.7 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

前回（n=1,258）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

知っている 聞いたことはある 知らない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体

前
回

前
回

前
回

前
回
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⑤ワーク・ライフ・バランス 

「知っている」が 51.4％と最も高く、次いで「知らない」が 24.5％、「聞いたことはある」が 21.8％となってい

ます。 

前回調査と比較すると、「知っている」が 18.5 ポイント高くなっています。 

性別にみると、男性は女性と比較して「知っている」が 10.8 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、女性の 60 歳代では「知らない」が最も高く、男女ともに 70 歳以上では「聞いたこと

はある」「知らない」が同率で最も高くなっています。また、女性は年齢が上がるにつれて「知っている」割合が

低くなる傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

51.4 

32.9 

46.8 

57.6 

82.1 

73.3 

56.9 

41.0 

26.5 

18.8 

67.5 

76.9 

66.7 

57.5 

58.6 

30.0 

21.8 

27.8 

23.0 

19.7 

8.9 

8.9 

21.2 

29.0 

28.5 

35.3 

17.5 

7.7 

15.5 

22.5 

18.1 

32.2 

24.5 

36.6 

27.6 

20.6 

8.9 

17.8 

21.9 

27.0 

42.4 

35.3 

15.0 

15.4 

16.7 

18.8 

20.7 

32.2 

2.3 

2.6 

2.5 

2.1 

0.0 

0.0 

0.0 

3.0 

2.6 

10.6 

0.0 

0.0 

1.2 

1.3 

2.6 

5.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

前回（n=1,258）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

知っている 聞いたことはある 知らない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体

前
回

前
回

前
回

前
回
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⑥ポジティブ・アクション 

「知らない」が 53.0％と最も高く、次いで「聞いたことはある」が 23.9％、「知っている」が 20.8％となってい

ます。 

前回調査と比較すると、「知っている」が 10.1 ポイント高くなっています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「知らない」が 11.2 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「知らない」が最も高くなっています。女性は年齢が

上がるにつれて「知っている」が低くなる傾向にあります。また、男性は 18～29 歳、30～60 歳代で知ってい

るが２～３割台となっており、特に 30 歳代で３割台と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ポジティブ・アクション 

能力発揮の機会、待遇等において男女間で格差が生じている場合に、それを改善するために女性に特別の

機会を提供することなどにより実質的な機会均等を実現することを目的とした措置のこと。 

20.8 

10.7 

17.0 

25.8 

26.8 

22.8 

18.2 

16.0 

12.6 

10.6 

25.0 

33.8 

22.6 

28.7 

29.3 

16.7 

23.9 

26.4 

22.5 

25.8 

21.4 

21.8 

20.4 

23.0 

25.2 

22.4 

32.5 

24.6 

23.8 

25.0 

24.1 

28.9 

53.0 

60.1 

57.8 

46.6 

51.8 

55.4 

61.3 

57.0 

60.3 

55.3 

42.5 

41.5 

52.4 

46.3 

44.8 

48.9 

2.3 

2.8 

2.7 

1.7 

0.0 

0.0 

0.0 

4.0 

2.0 

11.8 

0.0 

0.0 

1.2 

0.0 

1.7 

5.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

前回（n=1,258）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

知っている 聞いたことはある 知らない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体

前
回

前
回

前
回

前
回
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⑦ＬＧＢＴ等（性的少数者） 

「知っている」が 68.0％と最も高く、次いで「聞いたことはある」が 18.7％、「知らない」が 11.0％となってい

ます。 

前回調査と比較すると、「知っている」が 24.2 ポイント高くなっています。 

性別にみると、ほぼ同様の傾向となっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「知っている」が最も高く、女性の 18～29 歳と 30～

40 歳代、男性の 30 歳代では８割台と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

68.0 

43.8 

66.3 

70.2 

89.3 

82.2 

81.0 

64.0 

50.3 

40.0 

72.5 

80.0 

73.8 

71.3 

74.1 

52.2 

18.7 

26.4 

18.6 

18.9 

3.6 

7.9 

13.1 

22.0 

28.5 

28.2 

17.5 

10.8 

15.5 

23.8 

14.7 

30.0 

11.0 

27.5 

12.2 

9.2 

7.1 

9.9 

5.8 

10.0 

18.5 

20.0 

10.0 

9.2 

9.5 

5.0 

8.6 

13.3 

2.3 

2.3 

2.9 

1.7 

0.0 

0.0 

0.0 

4.0 

2.6 

11.8 

0.0 

0.0 

1.2 

0.0 

2.6 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

前回（n=1,258）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

知っている 聞いたことはある 知らない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体

前
回

前
回

前
回

前
回
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⑧リプロダクティブ・ヘルス/ライツ 

「知らない」が 74.8％と最も高く、次いで「聞いたことはある」が 14.7％、「知っている」が 8.0％となっていま

す。 

性別にみると、女性は男性と比較して「知らない」が 9.9 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「知らない」が最も高くなっています。男性の 18～

29 歳、30 歳代では「知っている」が１割台後半と他の性年代と比較して高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●リプロダクティブ・ヘルス/ライツ 

「性と生殖に関する健康と権利」と訳される言葉。安全で満足のいく性生活を営めることや、子どもを産

むかどうか、産むならばいつ、何人産むか等を女性が自ら決定する自由を持つこと。 

  

8.0 

6.3 

10.3 

10.7 

10.9 

8.8 

3.0 

4.0 

2.4 

15.0 

16.9 

11.9 

11.3 

8.6 

3.3 

14.7 

11.6 

18.3 

16.1 

14.9 

11.7 

13.0 

7.3 

10.6 

30.0 

13.8 

15.5 

21.3 

19.0 

15.6 

74.8 

79.2 

69.3 

73.2 

73.3 

79.6 

80.0 

86.8 

75.3 

55.0 

69.2 

71.4 

67.5 

69.0 

75.6 

2.5 

2.9 

2.1 

0.0 

1.0 

0.0 

4.0 

2.0 

11.8 

0.0 

0.0 

1.2 

0.0 

3.4 

5.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

知っている 聞いたことはある 知らない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体



90 

⑨無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス） 

「知らない」が 62.3％と最も高く、次いで「聞いたことはある」が 18.2％、「知っている」が 17.2％となってい

ます。 

性別にみると、女性は男性と比較して「知らない」が 14.7 ポイント高くなっています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「知らない」が最も高くなっています。また、男性の

18～29 歳、30 歳代では「知っている」が３割台と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス） 

長年にわたり働き方・暮らし方の根底に形成されてきた固定的な考え方のこと。 

  

17.2 

12.9 

22.9 

21.4 

17.8 

16.8 

9.0 

9.3 

5.9 

32.5 

36.9 

28.6 

18.8 

20.7 

10.0 

18.2 

15.7 

21.2 

25.0 

18.8 

13.9 

17.0 

12.6 

12.9 

22.5 

9.2 

20.2 

26.3 

24.1 

22.2 

62.3 

68.7 

54.0 

53.6 

63.4 

69.3 

70.0 

76.2 

69.4 

45.0 

53.8 

50.0 

55.0 

52.6 

62.2 

2.3 

2.7 

1.9 

0.0 

0.0 

0.0 

4.0 

2.0 

11.8 

0.0 

0.0 

1.2 

0.0 

2.6 

5.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,111）

女性（n=630）

男性（n=476）

女性

18～29歳（n=56）

女性

30～39歳（n=101）

女性

40～49歳（n=137）

女性

50～59歳（n=100）

女性

60～69歳（n=151）

女性

70歳以上（n=85）

男性

18～29歳（n=40）

男性

30～39歳（n=65）

男性

40～49歳（n=84）

男性

50～59歳（n=80）

男性

60～69歳（n=116）

男性

70歳以上（n=90）

知っている 聞いたことはある 知らない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

女
性

女
性

女
性

女
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

男
性

男
性

男
性

男
性

／／ ／／
年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

年
齢
別

全
体

全
体

全
体

全
体
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問 23 あらゆる人がお互いを認め合いながら、その個性と能力を発揮し、喜びも責任も分かち合う

ことができる社会の実現のために、あなたは市が今後どのようなことに力を入れていった

らよいと思いますか。（複数回答・３つまで） 

「保育や介護サービスを充実させて、女性も男性も安心して働けるようにする」が 61.4％と最も高く、次いで

「学校教育の中で、男女平等や男女共同参画についての教育をすすめる」が 42.3％、「働く場での男女格差

をなくすよう企業等に対して働きかける」が 32.9％となっています。 

前回調査と比較すると、「学校教育の中で、男女平等や男女共同参画についての教育をすすめる」が 9.5

ポイント増加し、「保育や介護サービスを充実させて、女性も男性も安心して働けるようにする」が 11.4 ポイン

ト減少しています。 

性別にみると、女性は男性と比較して「男性が家事、育児、介護の担い手となれるような啓発活動を行う」

が 9.3 ポイント高く、男性は女性と比較して「各種活動のリーダーとなる女性を養成する」が 7.7 ポイント高くな

っています。 

性／年齢別にみると、男女ともにすべての年齢区分で「保育や介護サービスを充実させて、女性も男性も

安心して働けるようにする」が最も高くなっています。女性の 30 歳代では「働く場での男女格差をなくすよう企

業等に対して働きかける」、女性の 40～50 歳代では「男性が家事、育児、介護の担い手となれるような啓発

活動を行う」が他の性年代と比較して高くなっています。また、男性の 30 歳代と 60 歳以上では「各種活動

のリーダーとなる女性を養成する」、男性の 60 歳代では「男女共同参画について理解を広める啓発活動を

推進する」が他の性年代と比較して高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今回調査「男性が家事、育児、介護の担い手となれるような啓発活動を行う」は、前回調査では「男性も生活者として

自立できるような啓発活動を行う」  

市

の

各

種

審

議

会

の

委

員

な

ど

、

市

の

施

策

決

定

の

場

に

女

性

を

多

く

選

任

す

る

学

校

教

育

の

中

で

、

男

女

平

等

や

男

女

共

同

参

画

に

つ

い

て

の

教

育

を

す

す

め

る

働

く

場

で

の

男

女

格

差

を

な

く

す

よ

う

企

業

等

に

対

し

て

働

き

か

け

る 保

育

や

介

護

サ

ー

ビ

ス

を

充

実

さ

せ

て

、

女

性

も

男

性

も

安

心

し

て

働

け

る

よ

う

に

す

る

男

性

が

家

事

、

育

児

、

介

護

の

担

い

手

と

な

れ

る

よ

う

な

啓

発

活

動

を

行

う

母

子

・

父

子

世

帯

等

の

生

活

の

安

定

を

図

る

健

康

対

策

や

母

性

保

護

対

策

を

進

め

る

女

性

の

た

め

の

各

種

相

談

業

務

を

充

実

さ

せ

る

女

性

の

就

業

機

会

を

増

や

す

職

業

支

援

と

し

て

、

訓

練

や

セ

ミ

ナ

ー

を

実

施

す

る

女

性

の

自

立

を

目

指

す

学

級

や

講

座

の

拡

充

、

情

報

提

供

な

ど

の

生

涯

学

習

を

推

進

す

る

各

種

活

動

の

リ

ー

ダ

ー

と

な

る

女

性

を

養

成

す

る

男

女

共

同

参

画

に

つ

い

て

理

解

を

広

め

る

啓

発

活

動

を

推

進

す

る

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

    20.7     42.3     32.9   61.4  61.4  61.4  61.4     20.9     22.1      9.2      7.7     11.8      8.7     11.1     15.2      2.8      5.0      3.2

前

回

 前回（n=1,258）     14.4     32.8     26.8   72.8  72.8  72.8  72.8     13.0     25.0      8.6      8.4     11.5      8.3      6.8     18.3      1.5      5.8      2.2

 女性（n=630）     20.2     42.5     34.8   63.8  63.8  63.8  63.8     24.8     20.3      8.6      7.1     12.2      9.5      7.8     12.4      2.5      4.0      3.2

 男性（n=476）     21.4     42.0     30.5   57.8  57.8  57.8  57.8     15.5     24.2     10.1      8.4     11.3      7.8     15.5     18.7      2.9      6.5      3.2

 女性18～29歳（n=56）     19.6     32.1     33.9   62.5  62.5  62.5  62.5     21.4     16.1     10.7      5.4       0.0      3.6      5.4      5.4      5.4      5.4      1.8

 女性30～39歳（n=101）     27.7     31.7     43.6   65.3  65.3  65.3  65.3     27.7     15.8     10.9      8.9     13.9      9.9      6.9     13.9      1.0      2.0      1.0

 女性40～49歳（n=137）     13.1     45.3     27.7   61.3  61.3  61.3  61.3     30.7     16.8      6.6      7.3     16.1     11.7      4.4      8.0      4.4      7.3      0.7

 女性50～59歳（n=100）     18.0     43.0     39.0   60.0  60.0  60.0  60.0     34.0     25.0      9.0     10.0     13.0      8.0     12.0     15.0      2.0      2.0      4.0

 女性60～69歳（n=151）     22.5     51.0     35.1   70.2  70.2  70.2  70.2     17.2     25.8      6.0      5.3     11.9     11.3      9.3     13.2      2.6      3.3      1.3

 女性70歳以上（n=85）     21.2     42.4     30.6   60.0  60.0  60.0  60.0     16.5     18.8     11.8      5.9     11.8      8.2      8.2     17.6       0.0      3.5     12.9

 男性18～29歳（n=40）     17.5     40.0     37.5   50.0  50.0  50.0  50.0     20.0     27.5      2.5      2.5      7.5       0.0      5.0     15.0      7.5     10.0      2.5

 男性30～39歳（n=65）     20.0     27.7     29.2   61.5  61.5  61.5  61.5     18.5     13.8     12.3     12.3      9.2      6.2     21.5      4.6      4.6      4.6      3.1

 男性40～49歳（n=84）     17.9     41.7     33.3   51.2  51.2  51.2  51.2     11.9     15.5      7.1      7.1     11.9      3.6     13.1     10.7      3.6     11.9      2.4

 男性50～59歳（n=80）     21.3     42.5     27.5   53.8  53.8  53.8  53.8     18.8     27.5     10.0     10.0      8.8      8.8     10.0     17.5      5.0      8.8       0.0

 男性60～69歳（n=116）     23.3     45.7     30.2   63.8  63.8  63.8  63.8     14.7     30.2     16.4      9.5     16.4     12.9     18.1     31.9       0.0      3.4      1.7

 男性70歳以上（n=90）     25.6     47.8     28.9   61.1  61.1  61.1  61.1     13.3     27.8      6.7      5.6     10.0      8.9     20.0     21.1      1.1      3.3      8.9

単位：％

性

別

女

性

／

年

齢

別

男

性

／

年

齢

別

 全体（n=1,111）
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問 24 印西市では、男女共同参画センターの設置を予定しています。あなたがセンターに期待する

機能は何ですか。（複数回答） 

「女性のチャレンジ支援のための相談や資格取得講座、起業セミナー等の充実」が 37.3％と最も高く、次

いで「情報発信のためのホームページや情報紙の充実」が 31.1％、「男女共同参画に関する講座やイベント

の充実」が 30.7％となっています。 

性別にみると、女性では「女性のチャレンジ支援のための相談や資格取得講座、起業セミナー等の充実」

が最も高く、男性と比較して 12.4 ポイント高くなっています。男性では「さまざまな活動をしている個人やグル

ープとの交流・情報交換の場づくり」が最も高くなっています。また、男性では「男性のための相談の実施」が

女性と比較して 8.5 ポイント高くなっています。 
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    30.7     24.8     30.4   37.3  37.3  37.3  37.3     27.6     27.9     25.0     17.5     31.1     19.4      2.3     12.0      3.8

 女性（n=630）     30.2     21.6     28.9   42.7  42.7  42.7  42.7     27.8     30.3     26.2     13.8     31.1     19.0      2.1     10.0      3.8

 男性（n=476）     31.5     28.8   32.1  32.1  32.1  32.1     30.3     27.3     24.6     23.5     22.3     30.7     19.7      2.3     14.7      3.8

単位：％

 全体（n=1,111）

性

別
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Ⅲ 事業所調査結果 
１ 事業所の状況について 
★はじめに、以下にお答えください。（単数回答） 

「個人事業主ではない」が 54.9％と、「個人事業主である」の 22.3％を上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

問１ 貴社の産業分類は次のどれに該当しますか。（単数回答） 

「建設業」が 26.6％と最も高く、次いで「サービス業」が 17.9％、「卸・小売業」が 13.0％となっています。 

前回調査と比較すると、「卸・小売業」が 10.1 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.3 54.9 22.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=184）

個人事業主である 個人事業主ではない 不明・無回答

26.6 

6.0 

2.7 

13.0 

4.3 

0.5 

6.5 

17.9 

0.0

10.9 

11.4 

22.1 

5.8 

2.9 

23.1 

9.6 

0.0

3.8 

18.3 

1.9 

11.5 

1.0 

0% 10% 20% 30%

建設業

製造業

運輸通信業

卸・小売業

飲食・宿泊業

金融・保険業

医療・福祉

サービス業

教育・学習支援業

その他

不明・無回答

全体（n=184） 前回調査（n=104）
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問２ 令和４年 10月１日現在の企業全体の従業員数は次のどれに該当しますか。（単数回答） 

※本社、支店、営業所等も合計した企業全体の人数をお答えください。 

「10 人以下」が 67.4％と最も高く、次いで「11 人～50 人」が 12.5％、「51 人～100 人」「101 人～300

人」が 3.8％となっています。 

前回調査と比較すると、選択肢の人数の範囲に若干違いがあるものの、ほぼ同様の傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

67.4 12.5 3.8 

3.8 

2.2 

10.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=184）

10人以下 11人～50人 51人～100人 101人～300人

301人以上 不明・無回答

69.2 15.4 

2.9 

3.8 5.8 2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（n=104）

10人未満 11人～49人 50人～99人 100人～300人

301人以上 不明・無回答
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問３ 令和４年 10月１日現在の貴事業所の従業員数をご記入ください。（数量回答） 

※企業全体ではなく、貴事業所のみの人数をお答えください。 

正規雇用従業員の男性では「１人～２人」が 34.2％と最も高く、次いで「３人～５人」が 19.6％、「０人」が

16.8％となっています。女性では「１人～２人」が 38.0％と最も高く、次いで「０人」が 34.8％、「３人～５人」が

7.6％となっています。 

非正規雇用従業員では男女ともに「０人」がそれぞれ 59.8％、46.7％と最も高く、次いで「１人～２人」がそ

れぞれ 12.0％、21.7％、「３人～５人」がそれぞれ 8.2％、7.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●雇用形態の区分 

正規雇用従業員…特に雇用期間を定めず雇われている者 

非正規雇用従業員 

パート・アルバイト…正規従業員より１週間の所定労働時間が短い者（雇用期間の定めの有無は問わない） 

派遣労働者…労働者派遣法に基づく、派遣元事業主から派遣された者 

その他の非正規雇用従業員…契約社員や臨時社員など上記以外  

16.8 

34.8 

59.8 

46.7 

34.2 

38.0 

12.0 

21.7 

19.6 

7.6 

8.2 

7.1 

8.2 

3.8 

2.2 

5.4 

7.1 

4.3 

2.2 

2.7 

3.3 

0.0 

4.9 

2.7 

0.5 

1.1 

0.5 

3.3 

10.3 

10.3 

10.3 

10.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規雇用従業員 男性

正規雇用従業員 女性

非正規雇用従業員 男性

非正規雇用従業員 女性

全体（n=184）

０人 １人～２人 ３人～５人

６人～10人 11人～29人 30人～99人

100人以上 不明・無回答

50.0 

74.0 

76.0 

63.5 

18.3 

10.6 

3.8 

11.5 

10.6 

1.9 

3.8 

4.8 

7.7 

1.0 

2.9 

3.8 

1.9 

1.0 

1.0 

2.9 

1.0 

1.0 

1.9 

2.9 

10.6 

10.6 

10.6 

10.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正社員・男性

正社員・女性

パートタイマー等・男性

パートタイマー等・女性

前回調査（n=104）

２人以下 ３人～５人 ６人～10人 11人～29人

30人～99人 100人以上 不明・無回答
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２ ワーク・ライフ・バランスについて 
問４ 貴事業所では、ワーク・ライフ・バランスへの取組は行っていますか。（複数回答） 

「長時間労働の削減に取り組んでいる」が 51.6％と最も高く、次いで「有給休暇の取得促進に取り組んでい

る」が 29.3％、「仕事と育児の両立支援を行っている」が 21.7％となっています。 

前回調査と比較すると、「特に取り組んでいることはない」が 20.3 ポイント減少し、「長時間労働の削減に取

り組んでいる」が 10.3 ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今回調査「フレックスタイム、短時間勤務制度等、時間にとらわれない働き方を導入している」は、前回調査では「フ

レックスタイム、短時間勤務制度等、柔軟な働き方を導入している」 

※今回調査「在宅勤務、テレワーク等、場所にとらわれない働き方を導入している」は、前回調査では「在宅勤務等のテ

レワーク等、多様な働き方を導入している」 

  

51.6 

29.3 

21.7 

14.1 

17.9 

9.8 

12.5 

0.5 

20.1 

12.0 

41.3 

22.1 

15.4 

9.6 

17.3 

4.8 

10.6 

1.0 

40.4 

2.9 

0% 20% 40% 60%

長時間労働の削減に取り組んでいる

有給休暇の取得促進に取り組んでいる

仕事と育児の両立支援を行っている

仕事と介護の両立支援を行っている

フレックスタイム、短時間勤務制度等、

時間にとらわれない働き方を導入している

在宅勤務、テレワーク等、

場所にとらわれない働き方を導入している

福利厚生制度の充実等、休暇の過ごし方の支援を

行っている

その他

特に取り組んでいることはない

不明・無回答

全体（n=184） 前回調査（n=104）
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問５ 貴事業所では、次の休暇制度・勤務制度について、どの程度取得されていますか。 

（①～⑥それぞれ単数回答） 

①育児休業 

男性従業員では「該当者がいない」が 59.8％と最も高く、次いで「制度がない」が 8.2％、「該当者のほとん

どが取得していない」が 6.0％となっています。女性従業員では「該当者がいない」が 56.0％と最も高く、次い

で「該当者のほぼ全員が取得している」「制度がない」が 8.7％、「該当者の半数程度が取得している」が

1.6％となっています。 

前回調査と比較すると、「制度がない」が男性従業員で 8.1 ポイント、女性従業員で 6.7 ポイント減少してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②子の看護休暇 

男性従業員では「該当者がいない」が 54.3％と最も高く、次いで「制度がない」が 13.0％、「該当者のほと

んどが取得していない」が 5.4％となっています。女性従業員では「該当者がいない」が 50.0％と最も高く、次

いで「制度がない」が 12.5％、「該当者のほぼ全員が取得している」が 9.2％となっています。 

前回調査と比較すると、「制度がない」が男性従業員で 8.2 ポイント、女性従業員で 8.7 ポイント減少してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.3 

8.7 

1.0 

11.5 

1.6 

1.6 

1.0 

1.9 

6.0 

1.1 

7.7 

1.0 

8.2 

8.7 

16.3 

15.4 

59.8 

56.0 

55.8 

51.9 

21.2 

23.9 

18.3 

18.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性従業員（n=184）

女性従業員（n=184）

前回調査 男性従業

員（n=104）

前回調査 女性従業

員（n=104）

該当者のほぼ全員が取得している 該当者の半数程度が取得している

該当者のほとんどが取得していない 制度がない

該当者がいない 不明・無回答

3.8 

9.2 

3.8 

7.7 

1.1 

2.2 

2.9 

2.9 

5.4 

3.8 

2.9 

1.0 

13.0 

12.5 

21.2 

21.2 

54.3 

50.0 

49.0 

49.0 

22.3 

22.3 

20.2 

18.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性従業員（n=184）

女性従業員（n=184）

前回調査 男性従業

員（n=104）

前回調査 女性従業

員（n=104）

該当者のほぼ全員が取得している 該当者の半数程度が取得している

該当者のほとんどが取得していない 制度がない

該当者がいない 不明・無回答
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③介護休業 

男性従業員では「該当者がいない」が 55.4％と最も高く、次いで「制度がない」が 14.1％、「該当者のほと

んどが取得していない」が 4.3％となっています。女性従業員では「該当者がいない」が 51.1％と最も高く、次

いで「制度がない」が 14.1％、「該当者のほぼ全員が取得している」が 5.4％となっています。 

前回調査と比較すると、「制度がない」が男性従業員で 8.0 ポイント、女性従業員で 9.9 ポイント減少してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④フレックスタイム制度 

「制度がない」が 34.2％と最も高く、次いで「該当者がいない」が 31.0％、「該当者のほぼ全員が取得して

いる」が 8.2％となっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.2 

7.7 

3.8 

3.8 

2.7 

1.9 

34.2 

32.7 

31.0 

35.6 

20.1 

18.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=184）

前回調査（n=104）

該当者のほぼ全員が取得している 該当者の半数程度が取得している

該当者のほとんどが取得していない 制度がない

該当者がいない 不明・無回答

1.6 

5.4 

0.0 

2.9 

1.1 

2.7 

1.0 

1.0 

4.3 

3.3 

4.8 

3.8 

14.1 

14.1 

22.1 

24.0 

55.4 

51.1 

52.9 

50.0 

23.4 

23.4 

19.2 

18.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性従業員（n=184）

女性従業員（n=184）

前回調査 男性従業

員（n=104）

前回調査 女性従業

員（n=104）

該当者のほぼ全員が取得している 該当者の半数程度が取得している

該当者のほとんどが取得していない 制度がない

該当者がいない 不明・無回答
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⑤短時間勤務制度 

「該当者がいない」が 30.4％と最も高く、次いで「制度がない」が 28.8％、「該当者のほぼ全員が取得して

いる」が 12.5％となっています。 

前回調査と比較すると、「該当者のほぼ全員が取得している」が 5.8 ポイント増加し、「該当者がいない」が

6.1 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥テレワーク制度 

「該当者がいない」が 40.2％と最も高く、次いで「制度がない」が 29.3％、「該当者の半数程度が取得して

いる」が 4.3％となっています。 

前回調査と比較すると、「制度がない」が 9.2 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.5 

6.7 

6.5 

5.8 

2.7 

2.9 

28.8 

29.8 

30.4 

36.5 

19.0 

18.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=184）

前回調査（n=104）

該当者のほぼ全員が取得している 該当者の半数程度が取得している

該当者のほとんどが取得していない 制度がない

該当者がいない 不明・無回答

3.8 

0.0 

4.3 

1.0 

2.2 

1.9 

29.3 

38.5 

40.2 

41.3 

20.1 

17.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=184）

前回調査（n=104）

該当者のほぼ全員が取得している 該当者の半数程度が取得している

該当者のほとんどが取得していない 制度がない

該当者がいない 不明・無回答
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問６ 貴事業所において、個人の希望に応じた柔軟な働き方ができる制度を整備する上で、難しい

と感じていることは何ですか。（複数回答） 

「育児休業や介護休業等による代替要員の確保が難しい」「売上減少等、経営への影響が懸念される」が

26.6％と最も高く、次いで「職場や周りの人の業務量が増える」が 26.1％、「特に難しいと感じることはない」が

17.9％となっています。 

前回調査と比較すると、「特に難しいと感じることはない」（前回調査：特に問題になることはない）が 19.6 ポ

イント減少している一方、「制度の導入に伴い、コストが増大する」が 7.1 ポイント、「売上減少等、経営への影

響が懸念される」が 6.4 ポイント、それぞれ増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今回調査「特に難しいと感じることはない」は、前回調査では「特に問題になることはない」 

 

  

26.1 

26.6 

3.3 

4.9 

15.8 

10.9 

7.1 

14.1 

7.1 

7.1 

26.6 

3.8 

17.9 

20.1 

26.0 

22.1 

4.8 

7.7 

8.7 

11.5 

7.7 

17.3 

7.7 

7.7 

20.2 

3.8 

37.5 

4.8 

0% 10% 20% 30% 40%

職場や周りの人の業務量が増える

育児休業や介護休業等による代替要員の確保が

難しい

柔軟な働き方の推進について、経営者・管理職の

理解が不足している

柔軟な働き方の推進について、周囲の従業員の

理解が不足している

制度の導入に伴い、コストが増大する

勤務時間や勤務地の多様化による雇用管理が

複雑になる

勤務管理や適切な人事評価が難しい

収入が減ること等への不安があり、従業員が制度の

利用を望まない

情報やノウハウ不足等により、制度の導入や運用が

難しい

導入・実施の効果を企業として数値等で把握しにくい

売上減少等、経営への影響が懸念される

その他

特に難しいと感じることはない

不明・無回答

全体（n=184） 前回調査（n=104）
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問７ 男性従業員が育児休業を取得するにあたっての課題は何だと思いますか。（複数回答） 

「代替要員の確保が困難」が 39.1％と最も高く、次いで「休業中の賃金補償」が 31.0％、「前例（モデル）

がない」が 23.9％となっています。 

前回調査と比較すると、「休業中の賃金補償」を除くすべての項目で減少しており、特に「男性自身が育児

休業の取得を希望しない」（前回調査：男性自身に育児休業を取る意識がない）が 9.8 ポイント減少していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今回調査「男性自身が育児休業の取得を希望しない」は、前回調査では「男性自身に育児休業を取る意識がない」 

  

8.2 

9.8 

39.1 

31.0 

2.7 

23.9 

11.4 

11.4 

1.6 

15.8 

19.6 

11.5 

11.5 

39.4 

27.9 

6.7 

29.8 

21.2 

20.2 

4.8 

24.0 

8.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

上司の理解不足

同僚の理解不足

代替要員の確保が困難

休業中の賃金補償

キャリア形成に不安を抱く従業員がいる

前例（モデル）がない

男性自身が育児休業の取得を希望しない

社会全体の認識の不足

その他

特に課題はない

不明・無回答

全体（n=184） 前回調査（n=104）
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問７で「男性自身が育児休業の取得を希望しない」と回答した方におうかがいします。 

問８ 男性自身が育児休業を取得することを希望しない理由は何だと思いますか。（複数回答） 

「配偶者や親族等、自分以外に育児を担う人がいた」「給料・ボーナスを減らしたくなかった」が 47.6％と最

も高く、次いで「職場で前例がなかった」が 42.9％、「業務が繁忙で職場の人手が不足していた」が 38.1％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

42.9 

38.1 

0.0

47.6 

4.8 

4.8 

9.5 

47.6 

0.0

14.3 

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

職場で前例がなかった

業務が繁忙で職場の人手が不足していた

職場が育休を取得しづらい雰囲気だった

配偶者や親族等、自分以外に育児を担う人がいた

育休を取得しなくても育児参加しやすい環境だった

制度や手続きについて理解していなかった

昇給・昇任など、今後のキャリア形成に悪影響が

ありそうだと思った

給料・ボーナスを減らしたくなかった

その他

わからない

不明・無回答

全体（n=21）
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ここからは全員におうかがいします。 

問９ 従業員が介護休業を取得するにあたっての課題は何だと思いますか。（複数回答） 

「代替要員の確保が困難」が 47.3％と最も高く、次いで「休業中の賃金補償」が 38.6％、「前例（モデル）

がない」が 18.5％となっています。 

前回調査と比較すると、「特に課題はない」が 13.6 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今回調査「従業員自身が介護休業の取得を希望しない」は、前回調査では「従業員自身に介護休業を取る意識がない」 

 

  

8.2 

8.7 

47.3 

38.6 

1.6 

18.5 

3.8 

8.2 

1.1 

11.4 

20.1 

9.6 

8.7 

45.2 

36.5 

4.8 

24.0 

10.6 

17.3 

7.7 

25.0 

9.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

上司の理解不足

同僚の理解不足

代替要員の確保が困難

休業中の賃金補償

キャリア形成に不安を抱く従業員がいる

前例（モデル）がない

従業員自身が介護休業の取得を希望しない

社会全体の認識の不足

その他

特に課題はない

不明・無回答

全体（n=184） 前回調査（n=104）
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問 10 ワーク・ライフ・バランスの推進は、企業にとってどのようなメリットがあると感じていま

すか。（複数回答） 

「個々の従業員の生活の充実につながる」が 48.4％と最も高く、次いで「良好な労使関係の形成につなが

る」が 27.2％、「優秀な人材の確保・定着につながる」が 26.1％となっています。 

前回調査と比較すると、「ワーク・ライフ・バランスの意義がわからない」が 10.0 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.1 

21.2 

48.4 

27.2 

17.9 

14.1 

1.6 

5.4 

9.2 

20.1 

23.1 

18.3 

43.3 

23.1 

13.5 

18.3 

1.9 

6.7 

19.2 

13.5 

0% 20% 40% 60%

優秀な人材の確保・定着につながる

仕事の効率化により業績向上につながる

個々の従業員の生活の充実につながる

良好な労使関係の形成につながる

企業のイメージアップにつながる

企業の社会的責任の一環である

その他

特に企業として推進するべきものではない

ワーク・ライフ・バランスの意義がわからない

不明・無回答

全体（n=184） 前回調査（n=104）
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問 11 貴事業所において、新型コロナウイルス感染症の流行をきっかけに、以下の制度の活用状況

は変化しましたか。（①～③それぞれ単数回答） 

①～③のすべての項目で「導入していない」が最も高くなっています。『活用している』（「もともと制度を活用

している」と「コロナ禍に導入し、現在も活用している」の計）をみると、「①テレワーク制度（在宅勤務制度を含

む）」が 11.4％、「②時差出勤制度」が 13.0％、「③フレックスタイム制度」が 12.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.3 

7.6 

8.7 

7.1 

5.4 

3.8 

6.5 

6.5 

2.7 

62.5 

60.9 

65.8 

19.6 

19.6 

19.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①テレワーク制度

（在宅勤務制度を含む）

②時差出勤制度

③フレックスタイム制度

全体（n=184）

もともと制度を活用している コロナ禍に導入し、現在も活用している

コロナ禍に導入したが、現在は活用していない 導入していない

不明・無回答
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３ ハラスメント対策について 
問 12 貴事業所において、ハラスメントが問題になったことはありますか。（複数回答） 

「問題になったことはない」が 75.0％と最も高く、次いで「パワー・ハラスメントが問題になった」が 6.0％、「セ

クシュアル・ハラスメントが問題になった」が 2.7％となっています。 

前回調査と比較すると、「問題になったことはない」が 7.7 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「性的指向や性自認に関するハラスメント（ＳＯＧＩハラ）が問題になった」は今回調査のみの選択肢 

 

●ハラスメントの防止に関する法制度の状況 

令和２年６月の改正労働施策総合推進法改正により、パワー・ハラスメントの防止のために雇用管理上必

要な措置を講じることが事業主の義務となりました。 

また、令和２年１月に「セクシュアルハラスメントに関するハラスメント防止のための指針」が改正され、

セクシュアル・ハラスメント等の防止に関する国・事業主・労働者の責務が明確化されたほか、セクシュ

アル・ハラスメント等に関して相談した労働者に対して事業主が不利益な取扱いを行うことが禁止される

など、セクシュアル・ハラスメント等の防止対策も強化されました。 

●マタニティ・ハラスメント（マタハラ） 

働く女性が妊娠・出産をきっかけに職場で嫌がらせを受けることや、妊娠・出産などを理由とした解雇、

自主退職の強要などの不当な扱いを意味する。 

●パタニティ・ハラスメント（パタハラ） 

配偶者等の妊娠・出産をきっかけに職場で嫌がらせを受ける、育児休業・育児短時間勤務の取得を妨げら

れる、育児参加を否定するような言動を受ける、降格させられるなどの不当な扱いを意味する。 

●ＳＯＧＩハラ 

性的指向（自分の恋愛の感情がどの性別に向くか、向かないか）や性自認（自分の性別をどのように認識

しているか）に関する侮蔑的な言動のこと。  

2.7 

6.0 

0.0

0.0

0.0

0.0

75.0 

19.0 

1.9 

8.7 

1.0 

0.0

1.9 

82.7 

5.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

セクシュアル・ハラスメントが問題になった

パワー・ハラスメントが問題になった

マタニティ・ハラスメントが問題になった

パタニティ・ハラスメントが問題になった

性的指向や性自認に関するハラスメント（ＳＯＧＩハラ）

が問題になった

その他

問題になったことはない

不明・無回答

全体（n=184） 前回調査（n=104）
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問 13 貴事業所において、次のようなハラスメントの防止に対する取組を行っていますか。 

（①～⑥それぞれ単数回答） 

①相談・苦情に対処するための窓口（担当）を設ける 

「実施予定なし」が 49.5％と最も高く、次いで「実施している」が 21.2％、「実施予定」が 5.4％となっていま

す。 

前回調査と比較すると、「実施予定なし」が 14.0 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②就業規則等でハラスメント防止について方針を明確にする 

「実施予定なし」が 51.6％と最も高く、次いで「実施している」が 16.3％、「実施予定」が 7.6％となっていま

す。 

前回調査と比較すると、「実施予定なし」が 11.9 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③社内で実態を把握するための調査を実施する 

「実施予定なし」が 58.2％と最も高く、次いで「実施している」が 10.9％、「実施予定」が 7.1％となっていま

す。 

前回調査と比較すると、「実施予定なし」が 17.8 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

  

21.2 

17.3 

5.4 

5.8 

49.5 

63.5 

23.9 

13.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=184）

前回調査（n=104）

実施している 実施予定 実施予定なし 不明・無回答

16.3 

14.4 

7.6 

7.7 

51.6 

63.5 

24.5 

14.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=184）

前回調査（n=104）

実施している 実施予定 実施予定なし 不明・無回答

10.9 

5.8 

7.1 

3.8 

58.2 

76.0 

23.9 

14.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=184）

前回調査（n=104）

実施している 実施予定 実施予定なし 不明・無回答
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④ハラスメント防止のための研修、講習等を実施する 

「実施予定なし」が 60.9％と最も高く、次いで「実施している」が 8.7％、「実施予定」が 6.0％となっていま

す。 

前回調査と比較すると、「実施予定なし」が 14.1 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤社内報、パンフレット等に記事を掲載し、意識を高める 

「実施予定なし」が 59.2％と最も高く、次いで「実施している」が 10.3％、「実施予定」が 6.5％となっていま

す。 

前回調査と比較すると、「実施予定なし」が 12.9 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ハラスメント防止のためのマニュアルを作成する 

「実施予定なし」が 64.1％と最も高く、次いで「実施している」が 7.1％、「実施予定」が 4.9％となっていま

す。 

前回調査と比較すると、「実施予定なし」が 9.9 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.7 

3.8 

6.0 

6.7 

60.9 

75.0 

24.5 

14.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=184）

前回調査（n=104）

実施している 実施予定 実施予定なし 不明・無回答

10.3 

7.7 

6.5 

5.8 

59.2 

72.1 

23.9 

14.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=184）

前回調査（n=104）

実施している 実施予定 実施予定なし 不明・無回答

7.1 

2.9 

4.9 

8.7 

64.1 

74.0 

23.9 

14.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=184）

前回調査（n=104）

実施している 実施予定 実施予定なし 不明・無回答
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問 14 ハラスメントが起きたときに対応が困難だと感じることは何ですか。（複数回答） 

「どこまでがハラスメントに該当するか、線引きが難しい」が 39.7％と最も高く、次いで「事実確認が難しい」

が 29.3％、「特にない」が 23.9％となっています。 

前回調査と比較すると、「特にない」が 11.7 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

29.3 

16.3 

39.7 

16.3 

13.6 

15.8 

12.0 

6.5 

6.5 

1.1 

1.1 

23.9 

21.2 

28.8 

19.2 

45.2 

22.1 

14.4 

15.4 

9.6 

7.7 

5.8 

1.9 

2.9 

35.6 

10.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

事実確認が難しい

プライバシーの保護が難しい

どこまでがハラスメントに該当するか、線引きが難しい

被害者への事実確認（事情聴取）や精神的ケアが

難しい

被害者が嫌がっていることを加害者に理解させること

が難しい

加害者への処分を含めた対応が難しい

顧客や取引相手が加害者の場合の対応が難しい

相談を受ける際の留意点や相談後の対処法が

わからない

日常の業務が忙しいため、十分に対応する

余裕がない

相談窓口の整備等に経費がかかるため難しい

その他

特にない

不明・無回答

全体（n=184） 前回調査（n=104）
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４ 女性従業員の実態について 
問 15 女性従業員の活用について、どのように実施されていますか。（単数回答） 

「男女の区別なく幅広く活用を図っている」が 41.3％と最も高く、次いで「女性は、特定の職種や専門分野

でのみ活用を行っている」が 15.2％、「女性は、補助的な業務のみ活用を行っている」が 9.2％となっていま

す。 

前回調査と比較すると、「女性は、補助的な業務のみ活用を行っている」が 7.1 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

41.3 

41.3 

9.2 

16.3 

15.2 

11.5 

7.6 

14.4 

26.6 

16.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=184）

前回調査（n=104）

男女の区別なく幅広く活用を図っている

女性は、補助的な業務のみ活用を行っている

女性は、特定の職種や専門分野でのみ活用を行っている

その他

不明・無回答
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問 16 女性従業員の活用にあたって、どのようなことに取り組んでいますか。（複数回答） 

「取り組んでいることはない」が 42.4％と最も高く、次いで「性別によらない教育・研修を実施している」が

16.8％、「人事基準を明確にし、性別にとらわれない人事評価を行っている」が 14.1％となっています。 

前回調査と比較すると、「取り組んでいることはない」が 12.4 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.6 

2.2 

4.9 

16.8 

4.9 

14.1 

12.0 

5.4 

2.7 

42.4 

21.2 

4.8 

3.8 

5.8 

15.4 

6.7 

14.4 

8.7 

4.8 

4.8 

54.8 

9.6 

0% 20% 40% 60%

女性がいない、または少ない職務・役職について、

女性を積極的に採用・登用している

女性の活用に関する担当部局等を設置している

人事異動により女性にさまざまな職種を経験

させている

性別によらない教育・研修を実施している

女性の能力開発、意欲向上のために研修を実施

している

人事基準を明確にし、性別にとらわれない人事評価を

行っている

育児・介護休業制度、短時間勤務制度など、ワーク・

ライフ・バランスを推進するための制度を整備し、

活用を促進している

男性従業員及び男性管理職に対し、女性活用の

重要性について啓発を行っている

その他

取り組んでいることはない

不明・無回答

全体（n=184） 前回調査（n=104）
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５ 女性の管理職登用について 
 

 

 

 

問 17 貴事業所では、係長相当職以上の管理職及び女性管理職は何人いますか。また、管理職にお

ける女性比率は何％ですか。該当者がいない場合は０とご記入ください。（数量回答） 

女性比率については「10％未満」が 32.0％と最も高く、次いで「30％以上」が 28.4％、「10％～30％未満」

が 4.1％となっています。 

※一般的に管理職は、「課長相当職」以上ですが、本設問では、事業執行の指揮命令者の「係長相当職」

も管理職に含めています。 

※不明・無回答が多いため、比較文は記載しておりません。 

 

【女性比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査「30％以上」の内訳：「30％以上 50％未満」7.7％、「50％以上 80％未満」8.7％、「80％以上」4.8％の合計 

 

  

※問 17 以降の設問において、「全体」は印西市商工会の会員企業 189 事業所及び非会員企業５事業所より

ご回答いただいた結果（合計 194 件）を示しています。 

32.0 

1.0 

4.1 

3.8 

28.4 

21.2 

35.6 

74.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=194）

前回調査（n=104）

10％未満 10％～30％未満 30％以上 不明・無回答



113 

管理職の女性比率が 30％以下の事業所のみお答えください。 

問 18 女性管理職が少ない・または全くいない理由は何ですか。（複数回答） 

「女性従業員が少ない、またはいないから」が 53.5％と最も高く、次いで「必要な経験・判断力を有する女

性がいないから」が 21.1％、「女性自身が管理職になることを希望しないから」が 15.5％となっています。 

※不明・無回答が多いため、比較文は記載しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.1 

15.5 

2.8 

2.8 

0.0

0.0

53.5 

15.5 

14.1 

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

18.2 

4.5 

77.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要な経験・判断力を有する女性がいないから

女性自身が管理職になることを希望しないから

将来管理職につく可能性のある女性はいるが、

役職につくための在籍年数を満たしていないから

勤続年数が短く、管理職になる前に退職して

しまうから

男性従業員が女性管理職を希望しないから

顧客が女性管理職を良く思わないから

女性従業員が少ない、またはいないから

その他

不明・無回答

全体（n=71） 前回調査（n=22）
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ここからは全員におうかがいします。 

問 19 貴事業所では、女性の育成や管理職を増やすためにどのような取組を行っていますか。制度

として整備されているものに限らず、実際に行っていることも含めてお答えください。 

（複数回答） 

「何も実施していない」が 71.6％と最も高く、次いで「女性をプロジェクトや会議のリーダーに積極的に登用し

ている」が 11.3％、「管理職候補の女性に対し、研修や情報交換等の機会を設けている」が 9.3％となってい

ます。 

前回調査と比較すると、「キャリア形成について相談体制を整備している」が 5.2 ポイント増加している一方、

「何も実施していない」も 12.9 ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.3 

9.3 

1.0 

0.5 

6.2 

4.1 

71.6 

7.2 

11.5 

6.7 

2.9 

1.0 

1.0 

1.0 

58.7 

23.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性をプロジェクトや会議のリーダーに積極的に登用

している

管理職候補の女性に対し、研修や情報交換等の機会

を設けている

女性管理職の目標数を設定し、社内の認識共有を

図っている

地方勤務等の昇進要件をなくしている

キャリア形成について相談体制を整備している

その他

何も実施していない

不明・無回答

全体（n=194） 前回調査（n=104）



115 

問 20 女性の雇用・登用を進めることによって事業所にどのような影響（効果）を与えると思いま

すか。（複数回答） 

「多様な視点を持つことで多方面からのニーズに応えられる」が 33.5％と最も高く、次いで「特に影響（効果）

があると思わない」が 32.0％、「職場風土が改善され、組織が活性化する」が 26.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21 「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律(女性活躍推進法）」では、一般事業主行

動計画の策定を定めていますが、貴事業所での策定の状況をお聞かせください。（単数回答） 

「今のところ策定の予定はない」が 80.9％と最も高く、次いで「これから策定予定である」が 5.7％、「既に策

定し、施行している」が 5.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.8 

15.5 

10.3 

14.4 

26.8 

33.5 

6.2 

32.0 

9.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

優秀な人材の確保・定着につながる

生産性の向上につながる

企業業績の向上につながる

企業評価の向上につながる

職場風土が改善され、組織が活性化する

多様な視点を持つことで多方面からのニーズに応えら

れる

その他

特に影響（効果）があると思わない

不明・無回答

全体（n=194）

5.2 

4.8 

5.7 

6.7 

80.9 

68.3 

8.2 

20.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=194）

前回調査（n=104）

既に策定し、施行している これから策定予定である

今のところ策定の予定はない 不明・無回答
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問 22 ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）は、地球上の誰ひとり取り残さない持続可能な社会の実現

に向けて 2030年までに達成すべき具体的な目標です。17の目標のうち、５はジェンダー平

等に関するもので、あらゆる場所・あらゆる形態の差別撤廃、女性への暴力の排除、女性の

リーダーシップ確保などが取組として挙げられます。 

貴事業所では、ジェンダー平等の推進に対し取り組んでいることはありますか。（単数回答） 

「取り組んでいない」が 64.4％と最も高く、次いで「取り組んでいる」が 16.5％、「ＳＤＧｓを知らない」が

10.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 23 千葉県では、県内企業等におけるＳＤＧｓ推進の機運を醸成するとともに、具体的な取組を

後押しするため、「ちばＳＤＧｓパートナー登録制度」を創設しました。この制度について

知っていますか。（単数回答） 

「制度を知らない」が 74.7％と最も高く、次いで「知っているが、登録してない」が 16.5％、「知っており、登

録している」が 3.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

●ちばＳＤＧｓパートナー登録制度とは 

県内企業等におけるＳＤＧｓ推進の機運を醸成するとともに、具体的な取組を後押しするため、千葉県が

創設した制度です。ＳＤＧｓに積極的に取り組む県内企業等を登録し、その取組を県のホームページ等で

発信しています。 

  

16.5 64.4 
10.3 8.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=194）

取り組んでいる 取り組んでいない SDGsを知らない 不明・無回答

3.6 16.5 74.7 5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=194）

知っており、登録している 知っているが、登録してない

制度を知らない 不明・無回答
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６ 今後の取組について 
問 24 今後、職場において男女共同参画やワーク・ライフ・バランス、女性の活躍を推進するにあ

たって、市にどのような取組を期待しますか。（複数回答） 

「特にない」が 35.1％と最も高く、次いで「保育施設・保育サービスの充実」が 29.4％、「高齢者や障がい

者、看護が必要な人のための施設・介護サービスの充実」が 24.7％となっています。 

前回調査と比較すると、「企業や女性のための相談機関の充実」が 10.3 ポイント、「多様な働き方やワー

ク・ライフ・バランスを推進する企業への優遇措置」が 8.1 ポイント、「高齢者や障がい者、看護が必要な人の

ための施設・介護サービスの充実」が 7.4 ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「企業における優良事例・優良事業所の共有・紹介」は今回調査のみの選択肢 

 

  

11.9 

9.3 

4.6 

20.6 

16.5 

20.6 

29.4 

24.7 

18.0 

11.9 

2.1 

35.1 

5.2 

19.2 

9.6 

6.7 

18.3 

13.5 

12.5 

32.7 

17.3 

7.7 

3.8 

39.4 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

広報紙やパンフレット等による男女平等や相互理解に

ついての啓発

男女共同参画をテーマとしたセミナーの実施

事業所が行う研修会等への講師の派遣・紹介

女性の社会進出のための職業教育や職業訓練の実

施

男女平等な雇用・労働条件を確保するための啓発

多様な働き方やワーク・ライフ・バランスを推進する企

業への優遇措置

保育施設・保育サービスの充実

高齢者や障がい者、看護が必要な人のための施設・

介護サービスの充実

企業や女性のための相談機関の充実

企業における優良事例・優良事業所の共有・紹介

その他

特にない

不明・無回答

全体（n=194） 前回調査（n=104）
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問 25 今後、ワーク・ライフ・バランスや男性の働き方改革、女性の活躍を推進するために、貴事

業所が積極的に取り組んでいきたいことはありますか。（複数回答） 

「特にない」が 43.8％と最も高く、次いで「長時間労働を前提としない働き方の構築」が 25.8％、「女性の

積極的な採用・登用」が 20.6％となっています。 

前回調査と比較すると、「ハラスメントへの対策」が 6.7 ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今回調査「特にない」は、前回調査では「特になし」 

 

  

10.3 

25.8 

20.6 

10.8 

12.9 

15.5 

13.4 

13.4 

2.1 

43.8 

5.2 

9.6 

26.0 

16.3 

8.7 

13.5 

16.3 

10.6 

6.7 

1.9 

46.2 

6.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

管理職の意識改革と一般従業員に対する明確で具体

的なメッセージの発信

長時間労働を前提としない働き方の構築

女性の積極的な採用・登用

ロールモデル（お手本）となる人材の育成

有給休暇の取得促進

復職しやすい雰囲気づくり

育児休業・介護休業等の男性の利用促進

ハラスメントへの対策

その他

特にない

不明・無回答

全体（n=194） 前回調査（n=104）
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問 26 貴事業所では、女性、外国人、高齢者、障がいのある人等の多様な人材を活かすために取組

を進めていますか。（単数回答） 

「多様な人材を活かすことの必要性は感じているが、取組には至っていない」が 35.6％と最も高く、次いで

「多様な人材の採用・活用に努めている」が 24.2％、「多様な人材を活かすことの必要性を感じていない」が

19.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 27 千葉県では、労働の場における男女共同参画の取組を促進するため、仕事と家庭の両立支援

や女性の登用・職域拡大等に積極的に取り組んでいる県内の事業所に対し、平成 18 年度よ

り表彰を行っていることを知っていますか。（単数回答） 

「表彰があることを知らない」が 83.0％と最も高く、次いで「知っているが、表彰を受けたことはない」が

10.8％となっています。「知っており、表彰を受けたことがある」は 0.0％となっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

24.2 
35.6 19.6 4.6 9.8 6.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=194）

多様な人材の採用・活用に努めている

多様な人材を活かすことの必要性は感じているが、取組には至っていない

多様な人材を活かすことの必要性を感じていない

多様な人材の活用に取り組むという考え方を知らなかった

その他

不明・無回答

0.0 

0.0 

10.8 

11.5 

83.0 

78.8 

6.2 

9.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=194）

前回調査（n=104）

知っており、表彰を受けたことがある 知っているが、表彰を受けたことはない

表彰があることを知らない 不明・無回答
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Ⅳ 小中学校調査結果 
１ 学校での男女平等について 
問１ あなたの学校で、教職員が児童・生徒に対して、「女らしく」「男らしく」（「女だから」「男だ

から」、「女のくせに」「男のくせに」）という言い方をする場面を見かけますか。（単数回答） 

「みかけない」が 96.3％と、「みかけたことがある」の 3.7％を上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査は選択肢の項目数等が異なるため、参考として掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

96.3 3.7 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=27）

みかけない みかけたことがある 不明・無回答

0.0 

8.0 92.0 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（n=25）

よくみかける ときどきみかける みかけない 不明・無回答
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問２ あなたの学校において、女子と男子とでは違う扱いがなされがちだと感じることがあります

か。（複数回答） 

「違う扱いがあるとは感じない」が 70.4％と最も高く、次いで「体育（保健体育）の授業」が 18.5％、「授業中

の教師の態度」「部活動」「学校行事」が 3.7％となっています。 

前回調査と比較すると、「家庭科（技術・家庭）の授業」「教師が児童・生徒に手伝いを頼むとき」が、それ

ぞれ 8.0 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.7 

18.5 

0.0

0.0

3.7 

0.0

0.0

0.0

0.0

3.7 

0.0

0.0

70.4 

7.4 

0.0

16.0 

8.0 

0.0

4.0 

4.0 

0.0

0.0

0.0

0.0

8.0 

4.0 

68.0 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80%

授業中の教師の態度

体育（保健体育）の授業

家庭科（技術・家庭）の授業

班活動

部活動

係活動・委員会活動

昼食（給食）

清掃中

進路指導

学校行事

教師が児童・生徒に手伝いを頼むとき

その他

違う扱いがあるとは感じない

不明・無回答

全体（n=27） 前回調査（n=25）
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２ ＤＶについて 
問３ あなたの学校で、児童・生徒のデートＤＶを見聞きしたことはありますか。（単数回答） 

「見聞きしたことはない」が 96.3％、「見聞きしたことがある」が 3.7％となっています。 

前回調査では 0.0％だった「見聞きしたことがある」が 3.7％となり、増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●デートＤＶ 

交際期間におけるパートナー間で起こる身体、言葉、態度による暴力（ＤＶ）のことをデートＤＶといい

ます。デートＤＶに該当する暴力は一般的なＤＶと同じです。気づかないうちに被害者や加害者になって

しまうケースがあります。若い世代がデートＤＶの被害を受けることで、心身の健康を損なう可能性があ

るだけではなく、進路やキャリアの選択に影響を及ぼす場合もあります。 

 

 

問４ あなたの学校で、デートＤＶについて、教職員が児童・生徒から相談を受けたことはありま

すか。（単数回答） 

「相談を受けたことはない」が 96.3％、「相談を受けたことがある」が 3.7％となっています。 

前回調査では 0.0％だった「相談を受けたことがある」が 3.7％となり、増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.7 

0.0 

96.3 

100.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=27）

前回調査（n=25）

見聞きしたことがある 見聞きしたことはない 不明・無回答

3.7 

0.0 

96.3 

100.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=27）

前回調査（n=25）

相談を受けたことがある 相談を受けたことはない 不明・無回答
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問５ デートＤＶの予防啓発を受けるのはいつ頃がよいと思いますか。（単数回答） 

「中学１年生」が 37.0％と最も高く、次いで「中学２年生」が 22.2％、「小学校高学年」が 18.5％となってい

ます。 

前回調査と比較すると、「中学１年生」「中学２年生」がそれぞれ 21.0 ポイント、14.2 ポイント増加し、「中学

３年生」「高校生」がともに 16.9 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 

0.0 

18.5 

16.0 

37.0 

16.0 

22.2 

8.0 

11.1 

28.0 

11.1 

28.0 

0.0 

4.0 

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=27）

前回調査（n=25）

小学校低学年 小学校高学年 中学１年生

中学２年生 中学３年生 高校生

高校卒業後 不明・無回答
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３ 男女平等教育について 
問６ あなたの学校では、男女平等に関する教育の取組がなされていると思いますか。（単数回答） 

「取り組んでいる」が 92.6％と最も高く、次いで「積極的に取り組んでいる」が 3.7％となっています。 

前回調査と比較すると、「取り組んでいる」が 16.6 ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

  

3.7 

8.0 

92.6 

76.0 

0.0 

8.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.0 

3.7 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=27）

前回調査（n=25）

積極的に取り組んでいる 取り組んでいる あまり取り組んでいない

全く取り組んでいない わからない 不明・無回答



125 

問７ あなたの学校で、男女平等に関する教育として現在取り組んでいることは何ですか。 

（複数回答） 

「性別に関係なく「～さん」と呼ぶ」「男女平等やセクシュアル・ハラスメント、性等に関する相談窓口の設置」

が 88.9％と最も高く、次いで「男女混合名簿の実施」が 85.2％、「教育環境におけるセクシュアル・ハラスメン

トの防止」が 77.8％となっています。 

前回調査と比較すると、ほとんどの項目で減少がみられる一方で、「性別に関係なく「～さん」と呼ぶ」が

16.9 ポイント、「男女混合名簿の実施」が 9.2 ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.9 

85.2 

88.9 

29.6 

48.1 

11.1 

77.8 

88.9 

63.0 

11.1 

3.7 

3.7 

3.7 

0.0

52.0 

76.0 

72.0 

32.0 

60.0 

36.0 

88.0 

84.0 

72.0 

44.0 

40.0 

36.0 

4.0 

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集会等の女子・男子の並び方の見直し

男女混合名簿の実施

性別に関係なく「～さん」と呼ぶ

メディア・リテラシー教育の充実

性別にとらわれない進路指導の実施

保護者に対する性別にとらわれない教育の啓発

教育環境におけるセクシュアル・ハラスメントの防止

男女平等やセクシュアル・ハラスメント、性等に関する

相談窓口の設置

学校だより、広報誌等における男女平等に関する

表現の留意

男女平等に関する教育についての校内研修の実施

男女平等に関する教育についての校外研修への

参加・派遣

男女平等に関する教育についての担当の設置

その他

不明・無回答

全体（n=27） 前回調査（n=25）
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問８ 男女平等に関する教育の取組として特に重要なのはどのようなことだと思いますか。問７の

選択肢の中から３つまで選んで以下の枠内に番号を記入してください。（複数回答・３つまで） 

「教育環境におけるセクシュアル・ハラスメントの防止」が 77.8％と最も高く、次いで「性別に関係なく「～さ

ん」と呼ぶ」が 44.4％、「男女平等やセクシュアル・ハラスメント、性等に関する相談窓口の設置」が 40.7％と

なっています。 

前回調査との比較では、複数回答の形式が異なるため、単純比較には留意が必要ですが、「教育環境に

おけるセクシュアル・ハラスメントの防止」「男女平等やセクシュアル・ハラスメント、性等に関する相談窓口の

設置」「性別に関係なく「～さん」と呼ぶ」が 20.0 ポイント以上増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査の設問：「男女平等の実現のために必要だと思うこと」（あてはまるものすべて選択） 

  

0.0

14.8 

44.4 

29.6 

14.8 

14.8 

77.8 

40.7 

11.1 

25.9 

11.1 

0.0

0.0

0.0

12.0 

4.0 

20.0 

36.0 

12.0 

28.0 

4.0 

8.0 

8.0 

24.0 

40.0 

36.0 

0.0

44.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集会等の女子・男子の並び方の見直し

男女混合名簿の実施

性別に関係なく「～さん」と呼ぶ

メディア・リテラシー教育の充実

性別にとらわれない進路指導の実施

保護者に対する性別にとらわれない教育の啓発

教育環境におけるセクシュアル・ハラスメントの防止

男女平等やセクシュアル・ハラスメント、性等に関する

相談窓口の設置

学校だより、広報誌等における男女平等に関する

表現の留意

男女平等に関する教育についての校内研修の実施

男女平等に関する教育についての校外研修への

参加・派遣

男女平等に関する教育についての担当の設置

その他

不明・無回答

全体（n=27） 前回調査（n=25）
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問９ あなたの学校では、男女平等に特化した人権教育に取り組んでいますか。（複数回答） 

「男女平等に関する教育」が 48.1％と最も高く、次いで「取り組んでいない」が 40.7％、「その他」を除いて

「ジェンダー平等に関する教育」が 25.9％となっています。 

 

 

●男女平等とジェンダー平等 

男女平等とは、男女という性別による差別を受けないことをいいます。 

一方、ジェンダー平等とは、ジェンダー（社会的文化的性別）に基づく、固定的な性別役割分業の意識や

不平等な慣行や制度を見直すという考え方のことです。「男らしく」「女らしく」といった考え方や「男性

は家族を養うべき」「女性は家事を担うべき」といった社会でつくられた偏見やその構造を見直そうという

視点です。 

 

 

  

48.1 

25.9 

11.1 

33.3 

40.7 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

男女平等に関する教育

ジェンダー平等に関する教育

性的マイノリティに関する教育

その他

取り組んでいない

不明・無回答

（n=27）
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４ 教職員の状況について 
問 10 令和４年 10月１日現在の学校の教職員数をご記入ください。（数量回答） 

◆校長・教頭の性別構成比 

性別構成比について、校長では、「男性」が 77.8％と、「女性」の 18.5％を上回っています。教頭では、「男

性」が 74.1％と最も高く、次いで「女性」が 14.8％、「男性・女性ともにいる」が 7.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「男性・女性ともにいる」は教頭のみ 

 

 

 

  

77.8 

74.1 

18.5 

14.8 7.4 

3.7 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

校長（n=27）

教頭（n=27）

男性 女性 男性・女性ともにいる 不明・無回答

84.0 

88.0 

16.0 

8.0 4.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査 校長

（n=25）

前回調査 教頭

（n=25）

男性 女性 男性・女性ともにいる 不明・無回答
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◆教諭の教職員数 

教諭の教職員数について、男性教諭では「５人以上 10 人未満」が 33.3％と最も高く、次いで「１人以上５

人未満」が 29.6％、「10 人以上 15 人未満」が 18.5％となっています。女性教諭では、「５人以上 10 人未

満」が 44.4％と最も高く、次いで「15 人以上 20 人未満」が 14.8％、「１人以上５人未満」「10 人以上 15 人

未満」が 11.1％となっています。 

前回調査と比較すると、男性教諭では「５人以上 10 人未満」が 14.7 ポイント、女性教諭では「１人以上５

人未満」が 8.9 ポイント、それぞれ減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆助教諭の教職員数 

助教諭の教職員数について、男女ともに「０人」がそれぞれ 92.6％、96.3％と最も高くなっています。次い

で、男性助教諭では「２人」が 3.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

3.7 

7.4 

29.6 

11.1 

33.3 

44.4 

18.5 

11.1 

11.1 

14.8 

0.0 

7.4 

3.7 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性教諭（n=27）

女性教諭（n=27）

０人 １人以上５人未満 ５人以上10人未満

10人以上15人未満 15人以上20人未満 20人以上

不明・無回答

0.0 

0.0 

32.0 

20.0 

48.0 

44.0 

16.0 

16.0 

4.0 

12.0 

0.0 

8.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査 男性教諭

（n=25）

前回調査 女性教諭

（n=25）

０人 １人以上５人未満 ５人以上10人未満

10人以上15人未満 15人以上20人未満 20人以上

不明・無回答

92.6 

96.3 

0.0 

0.0 

3.7 

0.0 

3.7 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性助教諭（n=27）

女性助教諭（n=27）

０人 １人 ２人 不明・無回答



130 

◆講師の教職員数 

講師について、男性講師では「１人」が 48.1％と最も高く、次いで「０人」「２人」が 22.2％、「４人」が 3.7％

となっています。女性講師では、「０人」「１人」が 37.0％と最も高く、次いで「３人」が 11.1％、「２人」が 7.4％

となっています。 

前回調査と比較すると、男性講師では「０人」が 33.8 ポイント減少し、女性講師では「１人」が 9.0 ポイント

増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今回調査のみ「５人以上」あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.2 

37.0 

48.1 

37.0 

22.2 

7.4 

0.0 

11.1 

3.7 

0.0 

0.0 

3.7 

3.7 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性講師（n=27）

女性講師（n=27）

０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 不明・無回答

56.0 

44.0 

28.0 

28.0 

12.0 

12.0 

0.0 

8.0 

4.0 

8.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査 男性講師

（n=25）

前回調査 女性講師

（n=25）

０人 １人 ２人 ３人 ４人 不明・無回答
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◆養護教諭の教職員数・性別構成比 

養護教諭について、男性養護教諭では「０人」が 96.3％と最も高くなっています。女性養護教諭では「１人」

が 85.2％と最も高く、次いで「２人」が 11.1％となっています。 

前回調査と比較すると、男性養護教諭では同様の傾向となっており、女性養護教諭では「２人」が 7.1 ポイ

ント増加しています。 

性別構成比については、「女性」が 96.3％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別構成比】 

 

 

 

 

  

0.0 

96.3 

0.0 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=27）

男性 女性 男性・女性ともにいる 不明・無回答

96.3 

0.0 

0.0 

85.2 

0.0 

11.1 

3.7 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性養護教諭

（n=27）

女性養護教諭

（n=27）

０人 １人 ２人 不明・無回答

100.0 

4.0 

0.0 

92.0 

0.0 

4.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査 男性養護

教諭（n=25）

前回調査 女性養護

教諭（n=25）

０人 １人 ２人 不明・無回答
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◆栄養教諭の教職員数・性別構成比 

栄養教諭について、男性栄養教諭では「０人」が 96.3％と最も高くなっています。女性栄養教諭では、「０

人」が 70.4％と最も高く、次いで「１人」が 25.9％となっています。 

前回調査と比較すると、男性栄養教諭では同様の傾向となっており、女性栄養教諭では「０人」が 13.6 ポ

イント減少しています。 

性別構成比については、「女性」が 96.3％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別構成比】 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 

96.3 

0.0 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=27）

男性 女性 男性・女性ともにいる 不明・無回答

96.3 

70.4 

0.0 

25.9 

0.0 

0.0 

3.7 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性栄養教諭

（n=27）

女性栄養教諭

（n=27）

０人 １人 ２人 不明・無回答

100.0 

84.0 

0.0 

16.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査 男性栄養

教諭（n=25）

前回調査 女性栄養

教諭（n=25）

０人 １人 ２人 不明・無回答
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問 11 あなたの学校では、次の休暇制度・勤務制度について、どの程度取得されていますか。 

（①～④についてそれぞれ単数回答） 

①育児休業 

男性では「該当者なし」が 44.4％と最も高く、次いで「該当者のほとんどが取得していない」が 33.3％、「該

当者のほぼ全員が取得している」が 11.1％となっています。女性では、「該当者のほぼ全員が取得している」

が 55.6％と最も高く、次いで「該当者なし」が 44.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「該当者なし」は今回調査のみの選択肢 

  

11.1 

55.6 

7.4 

0.0 

33.3 

0.0 

44.4 

44.4 

3.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性（n=27）

女性（n=27）

該当者のほぼ全員が取得している 該当者の半数程度が取得している

該当者のほとんどが取得していない 該当者なし

不明・無回答

4.0 

92.0 

8.0 

0.0 

76.0 

4.0 

12.0 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査 男性

（n=25）

前回調査 女性

（n=25）

該当者のほぼ全員が取得している 該当者の半数程度が取得している

該当者のほとんどが取得していない 不明・無回答
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②子の看護休暇 

男性では「該当者のほぼ全員が取得している」が 44.4％と最も高く、次いで「該当者なし」が 25.9％、「該

当者の半数程度が取得している」「該当者のほとんどが取得していない」が 14.8％となっています。女性では

「該当者のほぼ全員が取得している」が 51.9％と最も高く、次いで「該当者なし」が 25.9％、「該当者の半数

程度が取得している」「該当者のほとんどが取得していない」が 11.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「該当者なし」は今回調査のみの選択肢 

 

  

44.4 

51.9 

14.8 

11.1 

14.8 

11.1 

25.9 

25.9 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性（n=27）

女性（n=27）

該当者のほぼ全員が取得している 該当者の半数程度が取得している

該当者のほとんどが取得していない 該当者なし

不明・無回答

24.0 

60.0 

20.0 

4.0 

44.0 

24.0 

12.0 

12.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査 男性

（n=25）

前回調査 女性

（n=25）

該当者のほぼ全員が取得している 該当者の半数程度が取得している

該当者のほとんどが取得していない 不明・無回答
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③介護休業 

男性では「該当者なし」が 55.6％と最も高く、次いで「該当者のほぼ全員が取得している」が 25.9％、「該

当者のほとんどが取得していない」が 14.8％となっています。女性では「該当者なし」が 48.1％と最も高く、次

いで「該当者のほぼ全員が取得している」が 29.6％、「該当者のほとんどが取得していない」が 14.8％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「該当者なし」は今回調査のみの選択肢 

 

 

④有給休暇 

「該当者のほぼ全員が取得している」が 77.8％と最も高く、次いで「該当者の半数程度が取得している」が

11.1％、「該当者のほとんどが取得していない」が 3.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

25.9 

29.6 

0.0 

3.7 

14.8 

14.8 

55.6 

48.1 

3.7 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性（n=27）

女性（n=27）

該当者のほぼ全員が取得している 該当者の半数程度が取得している

該当者のほとんどが取得していない 該当者なし

不明・無回答

24.0 

24.0 

0.0 

4.0 

52.0 

52.0 

24.0 

20.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査 男性

（n=25）

前回調査 女性

（n=25）

該当者のほぼ全員が取得している 該当者の半数程度が取得している

該当者のほとんどが取得していない 不明・無回答

77.8 11.1 3.7 7.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=27）

該当者のほぼ全員が取得している 該当者の半数程度が取得している

該当者のほとんどが取得していない 不明・無回答
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問 12 教職員が休暇制度を取得するにあたっての課題は何だと思いますか。（複数回答） 

「代替要員の確保が困難」が 100.0％と最も高く、次いで「教職員自身が休暇取得を希望しない」が

48.1％、「休業中の賃金補償」が 29.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.7 

3.7 

100.0 

29.6 

11.1 

14.8 

48.1 

22.2 

3.7 

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上司の理解不足

同僚の理解不足

代替要員の確保が困難

休業中の賃金補償

キャリア形成に不安を抱く教職員がいる

前例（モデル）がない

教職員自身が休暇取得を希望しない

社会全体の認識の不足

その他

特に課題はない

不明・無回答

全体（n=27）
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問 13 あなたの学校で、ハラスメントが問題になったことはありますか。（複数回答） 

「問題になったことはない」が 92.6％と最も高く、次いで「パワー・ハラスメントが問題になった」が 3.7％とな

っています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「性的指向や性自認に関するハラスメント（ＳＯＧＩハラ）が問題になった」は今回調査のみの選択肢 

 

●マタニティ・ハラスメント（マタハラ） 

働く女性が妊娠・出産をきっかけに職場で嫌がらせを受けることや、妊娠・出産などを理由とした解雇、

自主退職の強要などの不当な扱いを意味することば。 

●パタニティ・ハラスメント（パタハラ） 

配偶者等の妊娠・出産をきっかけに職場で嫌がらせを受けることや、育児休業・育児短時間勤務の取得を

妨げられる、育児参加を否定するような言動を受ける、降格させられるなどの、不当な扱いを意味するこ

とば。 

●ＳＯＧＩハラ 

性的指向（自分の恋愛の感情がどの性別に向くか、向かないか）や性自認（自分の性別をどのように認識

しているか）に関する侮蔑的な言動のこと。 

  

0.0

3.7 

0.0

0.0

0.0

0.0

92.6 

3.7 

0.0

0.0

4.0 

0.0

0.0

96.0 

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

セクシュアル・ハラスメントが問題になった

パワー・ハラスメントが問題になった

マタニティ・ハラスメントが問題になった

パタニティ・ハラスメントが問題になった

性的指向や性自認に関するハラスメント（ＳＯＧＩハラ）

が問題になった

その他

問題になったことはない

不明・無回答

全体（n=27） 前回調査（n=25）
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問 14 あなたの学校では、ハラスメントの防止に対する取組を行っていますか。 

（①～⑤それぞれ単数回答） 

①相談・苦情に対処するための窓口（担当）を設ける 

「実施している」が 100.0％となっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②校内で実態を把握するための調査を実施する 

「実施している」が 100.0％となっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ハラスメント防止のための研修、講習等を実施する 

「実施している」が 81.5％と最も高く、次いで「実施予定」が 14.8％、「実施予定なし」が 3.7％となっていま

す。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

100.0 

96.0 

0.0 

4.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=27）

前回調査（n=25）

実施している 実施予定 実施予定なし 不明・無回答

100.0 

96.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=27）

前回調査（n=25）

実施している 実施予定 実施予定なし 不明・無回答

81.5 

80.0 

14.8 

16.0 

3.7 

0.0 

0.0 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=27）

前回調査（n=25）

実施している 実施予定 実施予定なし 不明・無回答
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④校内報、パンフレット等に記事を掲載し、意識を高める 

「実施している」が 70.4％と最も高く、次いで「実施予定」が 18.5％、「実施予定なし」が 11.1％となってい

ます。 

前回調査と比較すると、「実施している」が 6.4 ポイント、「実施予定」が 6.5 ポイントそれぞれ増加していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ハラスメント防止のためのマニュアルを作成する 

「実施している」が 40.7％と最も高く、次いで「実施予定なし」が 33.3％、「実施予定」が 25.9％となってい

ます。 

前回調査と比較すると、「実施している」が 20.7 ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

  

70.4 

64.0 

18.5 

12.0 

11.1 

16.0 

0.0 

8.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=27）

前回調査（n=25）

実施している 実施予定 実施予定なし 不明・無回答

40.7 

20.0 

25.9 

40.0 

33.3 

32.0 

0.0 

8.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=27）

前回調査（n=25）

実施している 実施予定 実施予定なし 不明・無回答
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問 15 女性教職員の活用にあたっての課題や問題点をお答えください。（複数回答） 

「育児、介護、家事等、家庭の事情を考慮する必要がある」が 66.7％と最も高く、次いで「管理職を希望す

る女性教職員が少ない」が 55.6％、「特に課題や問題点はない」が 14.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査は選択肢の項目数等が異なるため、参考として掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

  

66.7 

3.7 

7.4 

55.6 

0.0

3.7 

14.8 

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

育児、介護、家事等、家庭の事情を考慮する

必要がある

男性の意識、理解が不十分である

時間外労働、深夜労働をさせにくい

管理職を希望する女性教職員が少ない

教科によっては担当できる女性教職員が少ない

その他

特に課題や問題点はない

不明・無回答

全体（n=27）

0.0

68.0 

4.0 

4.0 

8.0 

12.0 

4.0 

0.0

0.0

20.0 

8.0 

0% 20% 40% 60% 80%

女性の勤続年数が平均的に短い

育児、介護、家事等、家庭の事情を考慮する必要が

ある

男性と女性では職業意識に差がある

社会一般に職業人としての女性への信頼度が低い傾

向にある

男性の意識、理解が不十分である

時間外労働、深夜労働をさせにくい

女性のための職業環境の整備にコストがかかる

女性の活用を推進する方法がわからない

その他

特になし

不明・無回答

前回調査（n=25）
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問 16 ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）は、地球上の誰ひとり取り残さない持続可能な社会の実現

に向けて 2030年までに達成すべき具体的な目標です。 

17 の目標のうち、５はジェンダー平等に関するもので、あらゆる場所・あらゆる形態の差

別撤廃、女性への暴力の排除、女性のリーダーシップ確保などが取組として挙げられます。

あなたの学校において、ジェンダー平等の推進に対し取り組んでいることはありますか。 

（単数回答） 

「取り組んでいる」「取り組んでいない」が 48.1％と同率になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

●「ジェンダー平等」に向けた取組 

児童生徒に向けた取組としては、ＬＧＢＴ等（性的少数者）・性の多様性に関する講演会の実施、性別にと

らわれず、自由に選べるデザインの新制服の検討を進めるなど様々な事例があります。 

また、教職員のワーク・ライフ・バランスの推進、女性管理職の育成、教職員の研修の実施等の教職員に

向けた取組も含まれます。 

 

 

 

  

48.1 48.1 

0.0 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=27）

取り組んでいる 取り組んでいない ＳＤＧｓを知らない 不明・無回答
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問 17 千葉県では、県内企業等におけるＳＤＧｓ推進の機運を醸成するとともに、具体的な取組を

後押しするため、「ちばＳＤＧｓパートナー登録制度」を創設しました。あなたはこの制度

について知っていますか。（単数回答） 

「制度を知らない」が 63.0％と最も高く、次いで「知っているが、登録してない」が 33.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ちばＳＤＧｓパートナー登録制度とは 

県内企業等におけるＳＤＧｓ推進の機運を醸成するとともに、具体的な取組を後押しするため、千葉県が

創設した制度です。ＳＤＧｓに積極的に取り組む県内企業等を登録し、その取組を県のホームページ等で

発信しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0 33.3 63.0 3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=27）

知っており、登録している 知っているが、登録してない

制度を知らない 不明・無回答
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